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一　

は
じ
め
に

　

色
紙
窓
と
は
、
茶
室
の
窓
の
一
形
式
で
あ
り
、
上
下
に
中
心
を
ず
ら

し
て
配
し
た
二
つ
の
窓
の
こ
と
を
指
す
。
そ
の
称
は
、
色
紙
形
あ
る
い

は
色
紙
散
ら
し
の
張
付
け
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
と
さ
れ

る
。
古
田
織
部
（
重
然
、
一
五
四
四
～
一
六
一
五
）
の
創
始
と
推
測
さ

れ
て
お
り
、
一
箇
所
の
壁
面
に
集
中
的
に
窓
を
開
け
る
手
法
は
、
採
光

だ
け
で
な
く
景
観
的
効
果
を
意
図
し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
初
期
の
武

家
茶
匠
に
よ
る
新
し
い
時
代
的
傾
向
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。現
在
で
は
、

織
部
の
遺
構
の
正
確
な
写
し
と
さ
れ
て
い
る
京
都
藪
内
家
燕
庵
の
色
紙

窓
が
そ
の
典
型
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
図
一
）。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
の
茶
書
で
は
、
色
紙
窓
と
は
、
正
方
形
の
下
地

窓
、
あ
る
い
は
上
下
二
段
の
内
下
段
の
下
地
窓
を
指
し
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
一
つ
の
窓
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
こ
と
は
翻
刻
書
等
で
指
摘
さ

色
紙
窓
に
関
す
る
考
察

坂
　
　
本
　
　
直
　
　
子

れ
て
い
る
が
、
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
形
式
に
つ
い
て
も
、

江
戸
時
代
の
茶
書
や
起
し
絵
図
な
ど
の
資
料
、
お
よ
び
現
存
茶
室
に
お図一　藪内家燕庵　色紙窓
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さ
れ
た
る
一
組
の
窓
を
称
し
、
所
謂
色
紙
散
ら
し
の
貼
付
の
如
き
形
を

も
っ
て
こ
の
名
あ
る
も
の
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
『
茶
道

四
祖
伝
書
』
お
よ
び
『
茶
湯
評
林
』
の
記
述
を
引
用
す
る
。
こ
の
記
述

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

堀
口
捨
己
の
「
茶
室
の
思
想
的
背
景
と
其
構
成（

（
（

」
は
、
茶
室
の
造
形

の
背
景
に
あ
る
茶
の
湯
の
思
想
か
ら
、
茶
室
の
建
築
的
特
徴
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
反
相
称
性
を
挙
げ
、
そ
の
例

と
し
て
色
紙
窓
を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
例
え
ば
色
紙
窓
と
称
せ
ら
れ

て
、
そ
の
大
き
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
窓
の
中
の
竹
や
葭
の
下
地
な
ど

の
組
み
入
れ
方
な
ど
」
に
反
相
称
思
想
が
著
し
く
顕
れ
て
い
る
と
述
べ

て
い
る
。
そ
し
て
『
茶
道
全
集（

（
（

』
で
は
、『
茶
之
湯
三
傳
集
』
の
色
紙

窓
の
図
（
図
二
）
を
掲
載
し
て
お
り
、
色
紙
窓
と
は
、
反
相
称
性
の
表

れ
た
二
つ
の
窓
を
指
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
色
紙
窓
と
は
上
下
に
配
し
た
二
つ
の
窓
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。
重
森
は
、
色
紙
型
の
形
に
言
及
す
る
が
、
北
尾
、
堀
口
は

二
つ
の
窓
の
構
成
に
主
眼
を
置
く
。
北
尾
、堀
口
が
典
拠
と
す
る
の
は
、

『
茶
之
湯
三
傳
集
』（
元
禄
四
年
版
行
）『
茶
湯
評
林
』（
元
禄
十
年
版
行
）

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
遠
藤
元

閑
に
よ
り
記
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
色
紙
窓
は
上
下
の
窓

と
記
さ
れ
て
お
り
、
中
心
を
ず
ら
し
て
配
置
し
た
二
つ
の
窓
の
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

現
在
で
は
、
色
紙
窓
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
茶
室
に
用
い
ら
れ
る
２
段
一
組
の
窓
の
一
。
上
下
に
中
心
を
ず
ら
せ

大
小
の
窓
を
配
し
た
も
の
で
、
両
方
と
も
下
地
窓
、
ま
た
は
上
を
連
子

け
る
上
下
二
段
の
窓
を
詳
細
に
検
証
す
る
と
、
窓
の
種
類
、
配
置
等
に

違
い
が
あ
り
、
必
ず
し
も
中
心
を
ず
ら
し
て
配
置
し
た
も
の
ば
か
り
で

は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
色
紙
窓
の
定
義
は
曖
昧
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
茶
書
に
あ
る
色
紙
窓
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
そ

の
意
味
を
検
証
す
る
。
併
せ
て
起
し
絵
図
や
現
存
茶
室
に
お
け
る
上
下

二
段
の
窓
か
ら
そ
の
構
成
を
検
証
す
る
。
そ
れ
を
基
に
、
色
紙
窓
の
原

義
、
形
式
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

二　

研
究
概
要

（
一
）
こ
れ
ま
で
の
色
紙
窓
の
解
釈
と
現
在
の
定
説

　

昭
和
初
期
の
茶
室
建
築
の
概
説
書
に
、
色
紙
窓
に
関
す
る
説
明
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　

重
森
三
鈴
は
、『
茶
室
茶
庭（

（
（

』
に
お
い
て
、
色
紙
窓
と
は
「
上
の
窓

と
下
の
窓
の
二
つ
あ
る
場
合
、
丁
度
色
紙
型
に
作
ら
れ
た
の
で
そ
の
名

が
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
茶
席
部
分
解
説（

（
（

」
で
は
、「
下
地

窓
の
中
に
は
、
色
紙
窓
、
塗
残
窓
、
墨
跡
窓
、
花
明
窓
、
風
爐
先
窓
等

が
入
る
譯
で
あ
る
が
」、
そ
の
形
式
や
用
途
ま
た
は
場
所
に
よ
っ
て
多

少
の
構
造
や
意
味
が
異
な
り
、「
色
紙
窓
と
云
ふ
の
は
色
紙
の
様
な
角

型
の
も
の
を
云
ひ
」
と
述
べ
て
い
る
。
前
者
で
は
、
色
紙
窓
は
、
上
下

の
二
つ
の
窓
を
指
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
が
、
後
者
で
は
、
下
地
窓

の
内
、
色
紙
の
よ
う
な
角
型
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。

　

北
尾
春
道
は
、『
茶
室
建
築（

（
（

』
に
お
い
て
、
色
紙
窓
は
「
上
部
に
連

子
窓
又
は
下
地
窓
、
下
部
に
下
地
窓
を
中
心
を
は
ず
し
て
接
し
、
配
置
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「
茶
室
の
窓
の
一
種
。
中
心
を
ず
ら
し
て
上
下
に
配
し
て
あ
る
二
つ
の

方
形
の
窓
」（『
広
辞
苑
』
第
六
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）

「
茶
室
の
窓
の
一
形
式
。
二
つ
の
窓
を
中
心
軸
を
ず
ら
し
て
上
下
に
配

置
し
た
も
の
を
い
う
。
色
紙
形
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
称
。」（『
原

色
茶
道
大
辞
典
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
六
年
）

　

こ
の
よ
う
に
、
一
般
に
色
紙
窓
と
は
、
茶
室
の
窓
の
一
形
式
で
あ
り
、

上
下
に
中
心
を
ず
ら
し
て
配
し
た
二
つ
の
窓
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
称
は
、
色
紙
形
あ
る
い
は
色
紙
散
ら
し
の
張
付
け
に
似
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
と
さ
れ
る
。

（
二
）
先
行
研
究
の
概
要
と
そ
の
課
題

　

色
紙
窓
の
み
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
は
な
い
が
、中
村
昌
生
は「
織

部
の
茶
室（

（
（

」
に
お
い
て
、
織
部
の
作
風
の
特
徴
と
し
て
色
紙
窓
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
作
例
か
ら
色
紙
窓
は
織
部
の
創
案
と
推
測
し
、
景
観
的

効
果
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
中
村
の
い
う
色
紙
窓

は
、
上
下
に
配
し
た
二
つ
の
窓
の
こ
と
で
あ
り
、『
茶
室
の
研
究（

（
（

』
に

お
い
て
色
紙
窓
と
い
う
時
、
全
て
こ
の
意
で
使
用
し
て
い
る
。

　

色
紙
窓
の
成
立
に
つ
い
て
、
織
部
伏
見
屋
敷
の
茶
室
凝
碧
亭
と
推
測

で
き
る
茶
会
に
、「
大
目
の
方
東
上
の
窓
」（
慶
長
六
年
閏
十
一
月
十
三

日
条
）
と
「
地
敷
居
窓
」（
同
九
年
十
月
二
十
二
日
条
）
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
上
下
に
二
つ
の
窓
が
あ
り
、「
色
紙
窓
」
を
形
成
し

て
い
た
と
推
定
し
、
利
休
の
好
み
に
は
窓
を
二
つ
上
下
に
重
ね
た
配
置

を
示
し
た
例
は
な
い
の
で
、「
作
例
の
上
か
ら
想
測
す
る
と
、
織
部
あ

た
り
の
創
案
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
一
つ
の
壁
面
に
集
中
的
に
窓
を
あ
け
る
こ
と
は
、
多
窓
主

窓
、
下
を
下
地
窓
と
す
る
場
合
が
多
い
。
色
紙
散
ら
し
の
張
付
け
に
似

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
称
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。」（『
建
築
大

辞
典
』
第
二
版
、
彰
国
社
、
二
〇
〇
三
年
）

図二　色紙窓の図（『茶之湯三傳集』）
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置
さ
れ
た
形
式
と
色
紙
形
の
方
形
窓
を
い
う
場
合
と
が
あ
る
。」と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
色
紙
窓
は
、
現
在
で
は
上
下
に
中
心
を
ず
ら
し
て
配

し
た
二
つ
の
窓
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
の
茶
書
に
は
、
色

紙
窓
と
は
正
方
形
の
下
地
窓
、
ま
た
は
上
下
二
段
の
内
下
の
下
地
窓
の

こ
と
を
言
う
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、こ
れ
に
つ
い
て
指
摘
は
あ
る
が
、

詳
細
な
考
察
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
研
究
は
、
色
紙
窓
と
は

上
下
に
配
し
た
二
つ
の
窓
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
構
成
に
つ
い
て
は
定
型
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
連
子
窓
と

下
地
窓
の
組
み
合
わ
せ
、
下
地
窓
の
組
み
合
わ
せ
等
が
あ
り
、
大
き
さ

は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
る
。
二
つ
の
窓
の
配
置
に
つ
い
て
も
、
色
紙

散
ら
し
の
よ
う
に
中
心
を
ず
ら
し
た
も
の
の
他
、
中
心
軸
の
ず
れ
が
少

な
く
上
下
に
重
ね
た
も
の
も
あ
る
。
現
在
で
は
、
そ
う
し
た
上
下
二
段

一
組
の
窓
の
組
み
合
わ
せ
を
、一
般
に
色
紙
窓
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
色
紙
窓
の
定
義
は
曖
昧
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
で

は
、
ま
ず
茶
書
に
あ
る
色
紙
窓
に
関
す
る
記
述
か
ら
そ
の
意
味
を
検
証

す
る
。
併
せ
て
起
し
絵
図
、
現
存
茶
室
の
上
下
に
重
ね
た
窓
か
ら
そ
の

構
成
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
そ
れ
を
基
に
、
色
紙
窓
の
意
味
、
形
式
、

そ
の
変
遷
を
考
察
し
、
色
紙
窓
の
本
来
の
意
は
、
下
地
窓
の
上
に
竹
連

子
窓
を
配
し
た
二
つ
の
窓
の
う
ち
、
正
方
形
の
下
地
窓
で
あ
っ
た
こ
と

を
論
証
す
る
。

義
の
あ
ら
わ
れ
と
す
る
。「
色
紙
窓
明
ノ
為
斗
ニ
非
ス
、
座
敷
ノ
景
ニ

成
故
也
。」（「
古
田
織
部
正
殿
聞
書
」）
と
の
記
述
か
ら
、
色
紙
窓
は
、

採
光
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
景
観
的
効
果
を
意
図
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
う
し
た
景
観
的
効
果
や
展
望
を
意
図
し
た
窓
を
取
り
入
れ
る
態

度
は
織
部
の
作
風
の
顕
著
な
要
素
と
し
て
い
る
。

　

色
紙
窓
は
、
小
堀
遠
州
に
継
承
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
構

成
は
、
織
部
は
下
の
窓
を
地
敷
居
に
付
け
て
い
る
が
、
遠
州
は
地
敷
居

か
ら
上
げ
て
明
け
、
全
体
に
窓
の
位
置
を
高
く
す
る
と
い
う
特
徴
を
挙

げ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
村
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
の
解
釈
ど
お
り
、
色
紙
窓

と
は
上
下
に
配
し
た
二
つ
の
窓
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、「
茶
譜
」（『
数
寄
屋
古
典
集
成
』
三（

（
（

 
所
収
）
の
遠
州
流
数

寄
屋
の
項
に
あ
る
色
紙
窓
の
注
釈
に
は
、「
連
子
窓
と
下
地
窓
を
上
下

に
、
軸
線
を
ず
ら
し
て
色
紙
散
ら
し
の
形
に
配
置
し
た
構
成
を
い
う
。

正
方
形
の
窓
を
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
後
者
の
意
」
と
述
べ
、

色
紙
窓
が
正
方
形
の
窓
を
指
す
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
「
小
座

敷
寸
法
抄
」（『
数
寄
屋
古
典
集
成
』
二（

（
（

 

所
収
）
で
も
「
古
田
織
部
好

三
畳
大
」
の
項
に
お
け
る
色
紙
窓
の
注
釈
に
は
、「
上
下
に
窓
を
重
ね

る
と
き
、
各
々
の
中
心
軸
を
ず
ら
し
て
か
さ
ね
た
も
の
」
と
し
、「
こ

こ
で
は
下
の
窓
を
色
紙
窓
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
色
紙
窓
は
、
下
の

窓
の
み
を
指
す
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
色
紙
窓
を
正
方
形
の
窓
と
指
摘
す
る
も
の
に
は
、「
古
田

織
部
正
殿
聞
書
」（『
古
田
織
部
茶
書（

（1
（

』
所
収
）
が
あ
り
、
注
釈
に
「
茶

席
の
下
地
窓
の
一
種
。
二
つ
の
窓
が
上
下
に
中
心
を
少
し
ず
ら
し
て
配
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あ
り
、
下
に
下
地
窓
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　

次
に
、
中
巻
「
世
上
大
体
之
嚴
」
の
項
、
道
具
の
置
合
図
（
図
四
）

を
見
て
み
る
と
、
先
の
指
図
と
同
様
に
点
前
座
の
勝
手
付
き
に
引
違
窓

の
記
号
が
記
さ
れ
、
そ
こ
に
「
色
紙
窓
」
と
あ
る
。

　

そ
し
て
、
上
巻
「
亭
主
火
を
な
を
す
と
き
」
と
す
る
条
に
も
「
し
き

三　

資
料
に
見
え
る
色
紙
窓

（
一
）
茶
書
に
見
え
る
色
紙
窓

　

色
紙
窓
の
呼
称
は
、
早
い
も
の
で
は
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
版
行

の
『
草
人
木
』
に
見
え
る
。
管
見
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
茶
会
記（

（1
（

に

は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

（
１
）
草
人
木

　
『
草
人
木（

（1
（

』
は
、寛
永
三
年
に
版
行
さ
れ
た
初
め
て
の
茶
書
で
あ
る
。

上
・
中
・
下
巻
の
三
冊
か
ら
成
る
。
版
元
は
京
都
誓
願
寺
前
「
源
太
郎
」

と
あ
る
が
、
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
利
休
あ
る

い
は
織
部
の
伝
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
特
定
の
茶
人

の
伝
書
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
茶
書
を
集
成
し
た
書
物
で
あ
り
、
遠

州
と
利
休
の
伝
書
な
ど
五
種
類
以
上
の
伝
書
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る（

（1
（

。

　

ま
ず
、
中
巻
「
座
敷
の
図
」
の
項
に
「
古
織
公
ノ
さ
し
図
」
と
す
る

平
面
図
が
あ
る（
図
三
）。
相
伴
席
付
三
畳
大
目（
あ
る
い
は
二
畳
大
目
）

で
、点
前
座
の
勝
手
付
き
に
引
違
窓
の
記
号
が
記
さ
れ
、そ
の
下
に
「
志

き
し
窓
」
と
あ
る（

（1
（

。
窓
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
く
、
色
紙
窓
の
呼
称
が

あ
っ
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
ど
の
よ
う
な
窓
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

織
部
の
相
伴
席
付
三
畳
大
目
の
席
に
つ
い
て
伝
え
る
資
料
で
は
、
点
前

座
に
は
下
地
窓
の
上
に
連
子
窓
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で

も
上
に
連
子
窓
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
こ
れ
は
平

面
図
に
上
下
二
段
の
窓
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ

う
に
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
引
違
窓
の
記
号
が
示
す
の
は
連
子
窓
で

図三　古織公ノさし図（『草人木』）

図四　道具の置合図（『草人木』）



　色紙窓に関する考察（坂本）

397

「
利
休
居
士
伝
書
」「
古
織
公
伝
書
」「
三
斎
公
伝
書
」「
甫
公
伝
書
」
の

四
冊
一
部
を
編
集
し
て
い
る
。
今
日
で
は
、
こ
の
伝
書
を
『
茶
道
四
祖

伝
書
』
と
呼
ん
で
い
る（

（1
（

。
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
四
つ
の

伝
書
が
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
か
ら
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
の
間

に
整
理
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
『
茶
道
四
祖
伝
書
』
に
あ
る
小
堀
遠
州
の
伝
書
「
甫
公
伝
書
」
の
正

保
二
年
（
一
六
四
五
）
十
月
十
四
日
条
に
、色
紙
窓
の
語
句
が
見
え
る
。

　

十
月
十
四
日
昼
に
、
中
坊
長
兵
衛
（
時
祐
、
寛
永
十
五
年
／

一
六
三
八
よ
り
奈
良
奉
行
）
へ
、遠
州
ら
が
茶
会
に
行
っ
た
。
そ
の
時
、

遠
州
が
久
重
を
呼
び
、
同
道
す
る
間
、
飾
り
や
置
き
合
わ
せ
の
こ
と
を

懇
ろ
に
伝
え
た
と
い
う
。
夜
に
入
り
、
中
坊
か
ら
直
に
久
重
の
と
こ
ろ

へ
、
遠
州
、
中
坊
、
板
倉
周
防
守
、
永
井
信
濃
守
、
小
野
長
左
衛
門
の

五
人
が
訪
れ
た
。
そ
の
茶
会
に
お
い
て
交
わ
さ
れ
た
会
話
が
記
さ
れ
て

い
る
。投

頭
巾
、
圜
悟
、
鷺
ニ
参
得
（
候
）
ニ
テ
、
利
休
ハ
珠
光
ノ
直
伝

ナ
リ
ト
遠
州
（
公
）
御
申
候
。
掛
物
古
よ
り
も
み
じ
か
く
見
ゆ
る

が
と
遠
州
（
公
）
御
申
候
也
。
是
は
（
御
）
尤
ノ
御
不
審
也
。
古

織
（
部
）
殿
御
好
ニ
て
床
天
井
上
た
る
図
ニ
仕
た
る
を
御
覧
被
成

候
ナ
リ
。
色
紙
窓
ヲ
二
寸
斗
明
か
け
置
候
へ
ば
、
其
戸
を
皆
明
候

へ
と
信
濃
殿
御
申
候
な
り
。
是
も
立
詰
ス
ト
ノ
心
な
る
べ
し
。

床
ノ
内
ヲ
張
せ
申
た
る
と
遠
州
（
公
）
御
語
候
へ
ば
、周
防
（
守
）

殿
、扨
々
尤
（
〳
〵
）
也
ト
御
感
候
（
者
な
り
）。
圜
悟
墨
蹟
表
具
、

中
ヘ
リ
脇
一
分
広
。（
キ
ハ
）
此
故
ニ
内
物
見
ユ
ル
。（
在
）
口
伝

有
之
。
鷺
も
定
て
可
為
其
通
候
哉
と
遠
州（
公
）御
申
候（
な
り
）。

し
窓
」
の
語
が
見
え
る
。

一
、�

亭
主
火
を
な
を
す
と
き
、
持
て
出
た
る
炭
斗
を
爐
と
勝
手
の

間
に
を
く
也
。
但
、
疊
の
へ
り
を
か
け
て
を
か
ぬ
よ
う
に
心

得
へ
し
。（
中
略
）

　
　

�

か
や
う
に
し
て
を
き
、
扨
、
ふ
と
こ
ろ
よ
り
紙
を
取
出
し
、

水
指
の
座
に
を
き
、
其
上
に
釜
を
あ
け
置
て
、
其
ま
ゝ
を
き

て
、
鐶
を
ぬ
き
、
そ
ろ
へ
を
く
事
も
あ
り
、
又
、
し
き
し
窓

の
邊
へ
に
し
り
や
る
事
も
あ
り
、
い
つ
れ
へ
な
を
し
て
も
、

く
ハ
ん
を
ハ
ぬ
き
て
、
そ
ろ
へ
て
下
に
を
く
也
。

　

亭
主
が
「
火
を
な
を
す
と
き
」、
す
な
わ
ち
炉
の
炭
を
直
す
時
の
手

順
を
示
し
て
い
る
。
炭
斗
の
置
き
場
所
と
置
き
方
等
に
つ
い
て
述
べ
た

後
、
懐
中
よ
り
紙
を
取
り
出
し
、「
水
指
の
座
」
に
置
き
、
そ
の
上
に

釜
を
置
く
。「
水
指
の
座
」（
水
指
を
置
く
位
置
）
は
、
中
柱
地
敷
居
の

横
辺
り
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
ま
ま
鐶
と
揃
え
て
置
く
こ
と
も
あ
る
し
、

色
紙
窓
の
辺
り
へ
に
じ
り
や
る
（
畳
に
つ
け
た
ま
ま
す
り
動
か
す
）
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
色
紙
窓
を
二
段
の
窓
と
解
釈
す
る
と
、「
色

紙
窓
の
辺
り
」
と
は
二
つ
の
窓
の
幅
と
な
り
、
広
い
範
囲
を
指
す
こ
と

に
な
る
。
こ
の
場
合
は
、下
段
の
窓
と
解
釈
す
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
茶
道
四
祖
伝
書

　
「
松
屋
会
記
」
で
知
ら
れ
る
奈
良
の
松
屋
に
伝
わ
る
資
料
で
あ
る
。

松
屋
は
、
姓
を
土
門
氏
と
い
い
、
い
わ
ゆ
る
松
屋
三
名
物
（
徐
熙
筆
鷺

絵
・
松
屋
肩
衝
・
在
星
盆
）
襲
蔵
の
名
家
で
あ
り
、
村
田
珠
光
の
道
統

を
以
て
世
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
三
代
目
松
屋
源
三
郎
久
重
（
一
六
〇
四

～
一
六
五
二
）
が
、家
伝
の
自
他
会
記
や
自
身
の
記
憶
を
資
料
と
し
て
、
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屋
、
鎖
之
間
お
よ
び
露
地
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。「
数
寄
屋
之
次
第
」

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
織
部
の
相
伴
席
付
三
畳
大
目
の
茶
室
で

あ
る
。

　

ま
ず
、
巻
之
一
「
同
（
数
寄
屋
）
窓
之
沙
汰
」
の
項
に
、
下
地
窓
の

こ
と
と
し
て
、
色
紙
（
窓
）
を
挙
げ
る
。

一
、�

同
下
地
窓
之
事
、
何
モ
寸
ハ
定
有
之
風
炉
先
ノ
窓
色
紙
等
、

葭
之
数
ハ
一
、二
、三
、四
、五
本
斗
ナ
ト
竝
テ
カ
ク
也
。
葭
ノ

惣
数
ハ
不
定
事
也
。
竪
横
狭
間
之
大
サ
不
定
、
利
休
之
第
ニ

ハ
狭
間
ヲ
細
ニ
カ
ク
候
也
。
古
織
ヨ
リ
荒
ク
カ
ク
也
。
尤
荒

ク
ス
ル
ヲ
可
用
葛
藤
ニ
テ
カ
ク
也
。
葭
ノ
中
之
節
ヲ
突
貫
カ

ラ
ナ
ト
ゝ
云
説
有
之
、
悪
シ
。
其
儘
カ
ク
ヘ
キ
也
。

一
、
色
紙
窓
之
敷
居
下
ニ
ヌ
リ
込
ト
テ
木
ヲ
敷
也
。

一
、�

惣
窓
之
ヌ
リ
込
ハ
障
子
ヲ
明
ニ
テ
置
候
。
障
子
ノ
縁
ヨ
リ
窓

之
方
ヘ
ヌ
リ
込
出
テ
有
之
、
此
出
候
所
何
程
モ
云
寸
之
心
得

也
。

一
、�

床
之
中
之
窓
。
是
ハ
床
ヘ
明
入
候
程
ト
シ
テ
為
明
ル
、
又
花

ヲ
可
生
為
也
。
下
地
之
真
中
ニ
竪
ニ
細
キ
竹
ヲ
入
テ
カ
ク
ヘ

シ
。
是
ニ
折
釘
ヲ
打
、
花
入
ヲ
掛
置
候
也
。

一
、�

数
寄
屋
之
窓
ヲ
多
ク
明
ル
心
得
之
事
。
何
レ
モ
明
リ
可
取
ト

ノ
事
也
、色
紙
窓
明
ノ
為
斗
ニ
非
ス
、座
敷
ノ
景
ニ
成
故
也
。

　

最
初
の
条
は
、
下
地
窓
の
寸
法
と
掻
き
方
を
記
し
て
い
る
。
下
地
窓

の
事
と
し
て
、「
風
炉
先
窓
色
紙
等
」
と
並
べ
、
続
け
て
「
葭
ノ
数
」

に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
の
条
に
「
色
紙
窓
」
と
あ
る
の
で
、
最
初
の
条

の
「
色
紙
」
は
色
紙
窓
の
こ
と
で
あ
り
、
色
紙
窓
と
は
下
地
窓
の
こ
と

　

投
頭
巾
（
茶
入
）、
圜
悟
（
墨
蹟
）、
鷺
（
掛
軸
）
は
い
ず
れ
も
侘
び

茶
の
祖
と
さ
れ
る
村
田
珠
光
の
所
持
品
で
、
い
わ
ゆ
る
珠
光
名
物
で
あ

る
。
そ
う
し
た
名
物
の
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

遠
州
が
、
床
の
掛
物
が
以
前
よ
り
も
短
く
見
え
る
よ
う
だ
と
言
っ
た
。

こ
の
時
、
床
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
の
は
松
屋
所
持
の
鷺
絵
で
あ
っ
た
と

推
測
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
久
重
は
、
そ
の
不
審
は
も
っ
と
も
で
、
織

部
の
好
み
で
床
天
井
を
上
げ
た
と
話
し
、
お
そ
ら
く
織
部
か
ら
送
ら
れ

た
指
図
を
披
露
し
た
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
そ
の
時
、
色
紙
窓
を
二
寸
ば
か
り

開
け
て
お
い
た
が
、
信
濃
守
が
そ
の
戸
を
皆
開
け
る
よ
う
に
言
っ
た
と

い
う
。

　

色
紙
窓
が
あ
っ
た
の
は
、
久
重
の
茶
室
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
床

に
飾
る
掛
軸
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
色
紙
窓
を
皆
開
け
る
よ
う
に

と
言
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
床
の
明
る
さ
に
影
響
す
る
位
置
に
あ
っ

た
と
推
測
で
き
る
。
久
重
の
茶
室
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
乏
し
く
具
体

的
に
は
知
り
得
な
い（

（1
（

。『
茶
道
四
祖
伝
書
』「
松
屋
会
記
」
に
は
、
こ
の

記
述
以
外
に
色
紙
窓
の
語
句
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、「
色
紙
窓
ヲ

二
寸
斗
明
か
け
置
候
へ
ば
、
其
戸
を
皆
明
候
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
一

つ
の
窓
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。

（
３
）
古
田
織
部
正
殿
聞
書

　
「
古
田
織
部
正
殿
聞
書（

（1
（

」（
以
下
、「
織
部
聞
書
」
と
称
す
）
は
、
古

田
織
部
の
茶
道
伝
書
で
あ
る
。
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
遠
州
の
高
弟

村
田
一
斎
の
弟
子
で
あ
り
、
細
川
家
の
茶
頭
で
あ
っ
た
桜
山
一
有

（
一
六
四
六
～
一
七
二
八
）
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
全
五
冊
十
巻
か
ら
成
り
、
第
一
冊
第
一
巻
お
よ
び
第
二
巻
に
数
寄
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一
、
同
窓
敷
居
ノ
厚
サ
、
九
分

一
、
色
紙
窓
竪
内
法
、
二
尺
二
寸
六
分
、
但
敷
居
ハ
畳
ト
一
面
。

一
、
同
横
ノ
内
法
、
一
尺
八
寸
三
分

　
　

�

右
ノ
窓
ハ
風
炉
脇
ノ
窓
ナ
リ
。
此
窓
竪
長
キ
ユ
ヘ
当
代
色
紙

窓
ト
云
誤
ノ
言
葉
ナ
リ
。

一
、�

色
紙
窓
ノ
上
竹
連
子
窓
、
竪
、
内
法
、
一
尺
七
寸
三
分
、
横

ノ
広
サ
、
内
法
、
二
尺
七
寸
七
分
半
。

　

色
紙
窓
は
、
竪
二
尺
二
寸
六
分
、
横
一
尺
八
寸
三
分
で
、「
但
敷
居

ハ
畳
ト
一
面
」
と
あ
る
の
で
、
地
敷
居
に
付
け
て
開
け
ら
れ
て
い
る
。

「
右
ノ
窓
ハ
風
炉
脇
ノ
窓
ナ
リ
」
と
あ
る
の
で
、「
風
炉
脇
」
す
な
わ
ち

点
前
座
の
勝
手
付
き
に
あ
る
窓
で
あ
る
。
次
に
「
色
紙
窓
ノ
上
ノ
竹
連

子
窓
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
色
紙
窓
の
上
に
竹
連
子
窓
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
竹
連
子
窓
は
、
竪
一
尺
七
寸
三
分
、
横
二
尺
七
寸
七
分
半

と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
数
寄
屋
で
は
点
前
座
に
窓
を
上
下
に

重
ね
て
開
け
て
い
る
が
、
色
紙
窓
と
は
先
の
地
敷
居
に
付
け
た
下
方
の

窓
を
指
し
、
そ
の
上
の
竹
連
子
窓
は
色
紙
窓
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。

　

そ
し
て
色
紙
窓
の
寸
法
に
つ
い
て
、「
此
窓
竪
長
キ
ユ
ヘ
当
代
色
紙

窓
ト
云
誤
ノ
言
葉
ナ
リ
」
と
、
竪
長
の
故
、
色
紙
窓
と
よ
ぶ
の
は
誤
っ

た
言
葉
で
あ
る
と
異
を
唱
え
て
い
る
。

　

こ
の
記
述
か
ら
、
色
紙
窓
は
「
竪
長
キ
」
窓
で
は
な
い
と
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
色
紙
の
よ
う
な
正
方
形
の
窓
を
指
し
て
い
た

と
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
当
時
色
紙
窓
と
し
て
縦
長
で
な
い
窓
が
一
般

に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

五
つ
目
の
条
は
、
数
寄
屋
の
窓
に
つ
い
て
、
多
く
開
け
る
と
心
得
る

こ
と
、
い
ず
れ
も
明
か
り
を
取
る
た
め
で
あ
る
が
、
色
紙
窓
は
、
明
か

り
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
、
座
敷
の
景
に
な
る
か
ら
で
あ
る
と
伝
え

る
。
こ
こ
で
い
う
色
紙
窓
は
、
先
の
記
述
か
ら
、
下
地
窓
の
こ
と
と
解

釈
す
る
の
が
適
当
と
考
え
る
。

　
「
織
部
聞
書
」
に
は
、
窓
に
つ
い
て
は
上
記
の
記
載
以
外
に
「
上
座

之
後
之
窓
」「
ニ
ジ
リ
上
リ
之
上
の
窓
」「
突
上
窓
」
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
お
り
、
連
子
窓
に
つ
い
て
は
「
窓
之
連
子
竹
之
事
」
の
記
述
の
み
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
色
紙
窓
を
下
地
窓
と
解
釈
す
る
と
、
そ
の
上
に

連
子
窓
が
あ
る
か
否
か
は
、
こ
の
資
料
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か

し
『
草
人
木
』
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、こ
こ
で
も
上
に
連
子
窓
が
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
茶
譜

　
「
茶
譜（

（2
（

」
は
、
十
八
冊
か
ら
な
る
茶
書
で
、
三
本
の
写
本
が
伝
わ
る
。

い
ず
れ
も
序
も
奥
書
も
な
く
、
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
内
容
は
、
茶
の

湯
の
は
じ
ま
り
か
ら
、
茶
の
製
法
、
種
類
、
宗
匠
伝
、
茶
室
や
露
地
、

作
法
や
所
作
、
心
得
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
内
容
か
ら
著
述
の
時

期
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
か
ら
五
年
も
し
く
は
十
三
年
の
間
で

は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
巻
ノ
二
「
遠
州
流
数
寄
屋
寸
法
事
、
附
鎖
間
」
の
項
に
、「
小

堀
遠
江
守
数
寄
屋
所
々
寸
法
」
と
し
て
、
色
紙
窓
の
寸
法
が
記
さ
れ
て

い
る
。一

、
風
炉
先
窓
畳
ヨ
リ
敷
居
上
面
マ
テ
、
七
寸
八
分
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雨
中
の
時
の
織
部
流
の
習
い
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
、「
右
ノ
窓
」（
風

炉
脇
之
下
地
窓
）
は
、当
代
「
大
メ
」（
大
目
）
と
い
う
と
こ
ろ
の
「
水

翻
」（
水
こ
ぼ
し
、
す
な
わ
ち
建
水
）
を
置
く
と
こ
ろ
の
下
地
窓
の
こ

と
い
う
。
大
目
畳
が
使
用
さ
れ
、
建
水
が
置
か
れ
る
の
は
点
前
座
の
こ

と
で
あ
る
。
建
水
の
「
置
所
」
は
、「
宗
甫
公
古
織
へ
御
尋
書（

（2
（

」（
図
五
）

『
草
人
木（

（2
（

』（
図
六
）

で
は
、
点
前
座
の

壁
側
中
央
辺
り
と

な
っ
て
い
る
。
当

時
は
こ
の
下
地
窓

を
、「
色
織
窓
」（
色

紙
窓
の
誤
記
か
）

と
呼
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
は
連
子
窓

に
つ
い
て
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。

　

織
部
の
座
敷
に

つ
い
て
、
同
書
巻

ノ
二
「
織
部
座
敷

寸
法
事
」
の
項
を

見
て
み
る
と
、「
風

炉
ワ
キ
下
地
窓
」

の
寸
法
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に

　
「
遠
州
流
数
寄
屋
寸
法
事
、
附
鎖
間
」
の
最
後
に
、
茶
譜
の
作
者
は
、

右
寸
法
は
小
堀
遠
州
流
を
名
乗
る
さ
る
人
が
留
め
置
い
た
も
の
を
書
き

写
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
、
続
い
て
「
然
ト
モ
寸
法
ノ
中
ニ
不
審
有

之
」
と
し
て
、
寸
法
に
つ
い
て
不
明
な
点
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
中
に

色
紙
窓
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

一
、�

風
炉
脇
ノ
窓
柱
ヨ
リ
何
程
ニ
可
明
カ
不
審
。
幷
色
紙
窓
ト
云

モ
大
工
ト
モ
ノ
云
コ
ト
ナ
リ
。

一
、
同
上
ノ
連
子
窓
モ
先
カ
後
カ
明
ヤ
ウ
不
審
。

　
「
風
炉
脇
ノ
窓
柱
ヨ
リ
何
程
ニ
可
明
カ
不
審
」
と
「
同
上
ノ
連
子
窓

モ
先
カ
後
カ
明
ヤ
ウ
不
審
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
点
前
座
の
勝
手
付
き

の
壁
面
に
は
、
下
に
風
炉
脇
の
窓
、
上
に
連
子
窓
と
二
つ
の
窓
が
重
ね

て
開
け
ら
れ
て
お
り
、
し
か
し
そ
の
二
つ
の
窓
の
配
置
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
風
炉
脇
の
窓
を
色
紙
窓
と
呼
ぶ
の

も
、
大
工
ど
も
の
言
う
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

　

次
に
、
同
書
巻
ノ
四
「
座
中
窓
替
戸
之
事
、
附
簾
障
子
」
の
項
に
、

色
紙
窓
の
語
句
が
見
え
る
。

一
、�

大
文
字
屋
宗
味
云
古
田
織
部
流
雨
中
ニ
下
地
窓
ノ
簾
ヲ
必
取

テ
障
子
ヲ
立
ル
所
有
。
風
炉
脇
之
下
地
窓
ノ
簾
ヲ
取
テ
障
子

ニ
仕
替
テ
吉
、
雨
中
ノ
砌
織
部
流
ノ
習
ト
云
々
。

　
　

�

右
ノ
窓
ハ
当
代
大
メ
ト
云
所
ノ
水
翻
置
所
ノ
下
地
窓
ノ
コ
ト

ナ
リ
、
当
代
此
窓
色
織
窓
ト
云
。

　

前
半
は
、
大
文
字
屋
宗
味
が
伝
え
た
と
い
う
、
織
部
流
の
雨
中
に
お

け
る
「
風
炉
脇
之
下
地
窓
」
の
簾
と
障
子
の
扱
い
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
風
炉
脇
之
下
地
窓
」
の
簾
を
取
り
、
障
子
に
仕
替
え
る
の
は
吉
で
、

図五　建水の置所
　　　（「宗甫公古織へ御尋書」）図六　建水の置所（『草人木』）
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（
５
）
小
座
敷
寸
法
抄

　
「
小
座
敷
寸
法
抄（

（2
（

」
は
、
上
下
二
冊
か
ら
成
る
。
上
下
巻
と
も
奥
書

は
な
く
、
作
者
、
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
文
中
に

出
て
く
る
「
北
村
氏
」
は
、
庸
軒
門
下
の
北
村
幽
庵
（
一
六
四
八
～

一
七
一
九
）
と
推
測
さ
れ
、
反
古
庵
（
藤
村
庸
軒
の
号
）
か
ら
聞
い
た

意
見
を
記
し
て
い
る
こ
と
、
庸
軒
居
宅
の
茶
室
と
広
間
等
の
詳
細
を
伝

え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
作
者
は
幽
庵
と
同
じ
庸
軒
の
門
人
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

同
書
上
巻
「
古
田
織
部
好
三
畳
大
、
踏
込
一
畳
付
候
小
座
敷
寸
法
」

の
項
に
、
色
紙
窓
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
こ
の
座
敷
は
南
向
き
で
、

三
畳
大
目
下
座
床
と
し
、
東
に
点
前
座
、
西
に
相
伴
席
が
付
く
こ
と
が

図
か
ら
分
か
る
。

東　

大
目
所
色
紙
窓
葭
窓
也　

北
ノ
方
障
子
引

一
、
南
ノ
方
よ
り
窓
戸
寄
竹
迄　

一
尺
七
寸

一
、�

窓
竪
、
二
尺
一
寸
七
分
、
鴨
居
閾
内
法
上
よ
り
一
寸
塗
出
し

有

一
、
窓
横
、
一
尺
七
寸

一
、
戸
尻
小
壁
、
一
尺
二
寸
七
分

一
、
戸
寄
竹
ノ
方
塗
出
し
、
九
分

同　

色
紙
窓
上
ノ
連
子
窓

一
、
窓
竪
、
内
法
、
一
尺
七
寸
四
分

一
、
同
横
、
二
尺
七
寸
七
分

一
、
勝
手
方
小
壁
迄
、
一
尺
九
寸

一
、
大
目
先
角
ノ
柱
立
付
也

よ
る
と
風
炉
脇
下
地
窓
は
、
竪
二
尺
、
横
一
尺
七
寸
で
、
風
炉
先
の
隅

柱
か
ら
一
尺
八
寸
五
分
の
位
置
に
開
け
ら
れ
て
い
た
。

一
、�
風
炉
ワ
キ
下
地
窓
風
炉
先
角
柱
際
ヨ
リ
窓
マ
テ
壁
ノ
分
、
一

尺
八
寸
五
分
。

一
、
同
窓
内
法
竪
、
二
尺
、
横
、
一
尺
七
寸
。

　

風
炉
脇
の
窓
に
つ
い
て
は
こ
の
下
地
窓
の
寸
法
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
。
た
だ
し
、同
項
に
あ
る
「
古
田
織
部
座
敷
之
図
」
と
す
る
指
図
（
図

七
）
で
は
、
風
炉
脇
の
位
置
に
「
上
ニ
竹
連
子
窓
、
下
二
下
地
窓
」
の

記
入
が
あ
り
、
下
地
窓
の
上
に
連
子
窓
が
開
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
色
紙
窓
の
語
句
は
出
て
こ
な
い
。

図七　古田織部座敷之図（「茶譜」）
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色
紙
窓
畳
ヨ
リ
敷
居
ノ
上
ハ
迄
一
尺
三
寸
五
分
、
高
内
法
二
尺
二

分
、
横
ハ
内
法
二
尺
「
敷
居
鴨
居
ノ
厚
サ
八
分
、
幅
一
寸
六
分
両

方
ノ
方
立
一
寸
一
分
宛
」
北
戸
跡
ニ
二
尺
一
寸
小
壁
有
、
南
六
寸

余
ノ
小
壁
ア
リ
。

同
上
ノ
竹
連
子
、
色
紙
窓
ノ
鴨
居
ノ
上
ハ
ヨ
リ
竹
連
子
ノ
鴨
居
ノ

下
ハ
迄
内
法
一
尺
六
寸
二
分
、
横
幅
内
法
二
尺
八
寸
六
分
、
両
ノ

方
立
一
寸
一
分
宛
竹
数
六
本
、
北
ニ
小
壁
二
尺
四
寸
二
分
、
南
ニ

五
寸
余
ノ
小
壁
有
。

　

色
紙
窓
は
、
畳
か
ら
敷
居
の
上
端
ま
で
一
尺
三
寸
五
分
で
あ
り
、
高

さ
二
尺
二
分
、
横
は
二
尺
で
あ
っ
た
。「
北
戸
跡
ニ
二
尺
一
寸
小
壁
有
、

南
六
寸
余
ノ
小
壁
ア
リ
」
は
、
茶
室
は
南
向
き
な
の
で
、
北
（
勝
手
側
）

に
二
尺
一
寸
、南
（
風
炉
先
側
）
に
六
寸
の
小
壁
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
下
地
窓
は
風
炉
先
寄
り
に
配
さ
れ
て
い
る
。「
同
上
ノ

竹
連
子
」
と
あ
る
の
で
、
色
紙
窓
す
な
わ
ち
下
地
窓
の
上
に
竹
連
子
窓

が
あ
る
。「
色
紙
窓
ノ
鴨
居
ノ
上
ハ
（
上
端
）
ヨ
リ
竹
連
子
ノ
鴨
居
ノ

下
ハ
（
下
端
）
迄
内
法
一
尺
六
寸
二
分
」
と
あ
る
の
で
、
色
紙
窓
の
鴨

居
は
上
の
連
子
窓
の
敷
居
を
兼
ね
て
お
り
、
そ
の
内
法
が
一
尺
六
寸
二

分
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、竹
連
子
窓
は
高
さ
一
尺
六
寸
二
分
、

横
幅
二
尺
八
寸
六
分
で
あ
っ
た
。「
北
ニ
小
壁
二
尺
四
寸
二
分
、
南
ニ

五
寸
余
ノ
小
壁
有
」（
北
に
二
尺
四
寸
二
分
、
南
に
五
寸
余
り
の
小
壁

が
あ
る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
連
子
窓
の
幅
に
小
壁
を
加
え
る
と
、

五
尺
七
寸
を
越
え
る
の
で
、
誤
写
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）
遠
藤
元
閑
の
茶
書

　

遠
藤
元
閑
（
広
長
軒
と
号
す
）
は
、
尾
張
藩
の
医
家
に
生
ま
れ
、
家

一
、
障
子
、
二
枚

一
、
竹
、
六
本

　
　

（
中
略
）

一
、
色
紙
窓
の
鴨
居
ヲ
押
通
シ
竹
連
子
窓
ノ
閾
ニ
用
ユ

　

ま
ず
、「
大
目
所
色
紙
窓
葭
窓
」
と
あ
る
の
で
、
色
紙
窓
は
、「
大
目

所
」
す
な
わ
ち
点
前
座
に
あ
り
、「
葭
窓
」
す
な
わ
ち
下
地
窓
で
あ
る
。

南
か
ら
一
尺
七
寸
の
位
置
に
戸
寄
竹
を
立
て
、
竪
二
尺
一
寸
七
分
、
横

一
尺
七
寸
の
下
地
窓
を
開
い
て
い
た
。
次
に
「
色
紙
窓
上
ノ
連
子
窓
」

と
あ
る
の
で
、色
紙
窓
す
な
わ
ち
下
地
窓
の
上
に
は
竪
一
尺
七
寸
四
分
、

横
二
尺
七
寸
七
分
の
連
子
窓
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
大
目
先
角
ノ
柱

立
付
也
」
と
あ
る
の
で
、
点
前
座
の
南
隅
柱
に
付
け
て
開
け
ら
れ
て
い

た
。「
色
紙
窓
の
鴨
居
ヲ
押
通
シ
竹
連
子
窓
ノ
閾
ニ
用
ユ
」
と
は
、
色

紙
窓
す
な
わ
ち
下
方
の
下
地
窓
の
鴨
居
は
押
し
通
し
て
あ
り
、
そ
れ
は

竹
連
子
窓
の
敷
居
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
下

地
窓
と
連
子
窓
が
上
下
二
段
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
構
成

は
、
現
燕
庵
に
あ
る
色
紙
窓
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
但
し
、
こ
こ
で
い
う
色

紙
窓
と
は
、
下
方
の
下
地
窓
の
み
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。（

６
）
伏
見
御
数
寄
屋
之
図

　
「
伏
見
御
数
寄
屋
之
図（

（2
（

」
は
、
小
堀
家
に
伝
わ
る
図
で
、
そ
の
図
中

の
書
入
事
項
だ
け
を
記
述
し
た
「
伏
見
数
寄
屋
大
平
絵
図
写
」
一
冊
と

と
も
に
伝
わ
る
。
伏
見
屋
敷
と
伝
え
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
四
畳
大

目
の
茶
室
に
は
、
点
前
座
に
下
地
窓
と
連
子
窓
が
重
ね
て
配
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
下
方
の
下
地
窓
の
こ
と
を
色
紙
窓
と
呼
ん
で
い
る
。
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中
柱
へ
向
け
て
竹
の
ほ
う
た
て
一
筋
樋
也
。
向
ふ
の
方
よ
り

一
尺
七
寸
三
分
に
窓
付
け
窓
の
後
一
尺
七
寸
四
分
あ
り
。
障

子
立
四
本
横
四
本
常
の
障
子
也
。
障
子
ま
は
り
縁
三
分
、
幅

二
分
也
。
樋
一
筋
に
し
て
長
さ
二
尺
七
寸
二
分
ほ
う
立
の
方

四
寸
五
分
あ
く
也
。

　

上
の
窓
は
、
高
さ
二
尺
一
寸
八
分
、
幅
二
尺
三
寸
一
分
の
連
子
で
、

敷
居
鴨
居
は
厚
さ
九
分
で
一
樋
と
し
、
点
前
座
の
幅
い
っ
ぱ
い
に
引
き

通
し
て
い
る
。
厚
さ
九
分
、
幅
一
寸
四
分
の
方
立
を
立
て
、
連
子
竹
は

五
本
と
し
、
そ
の
真
中
に
、
厚
さ
四
分
、
幅
九
分
の
木
を
入
れ
る
。

　

下
の
窓
は
高
さ
一
尺
八
寸
二
分
、
幅
一
尺
四
寸
六
分
の
下
地
窓
で
、

周
囲
を
蛤
端
に
塗
り
、
角
を
丸
く
塗
り
廻
す
。
方
立
て
は
竹
で
、「
向

の
方
」（
風
炉
先
）
よ
り
一
尺
七
寸
三
分
の
一
に
窓
を
付
け
、
窓
の
後

ろ
は
、
一
尺
七
寸
四
分
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
上
方
の
連
子
窓
は
隅
柱
に
付
け
て
開
け
ら
れ
て
お
り
、
下

方
の
下
地
窓
は
地
敷
居
に
付
け
て
、
や
や
下
手
よ
り
に
あ
り
、
二
つ
の

窓
が
中
心
軸
を
ず
ら
し
て
上
下
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

色
紙
窓
は
二
つ
の
窓
の
組
み
合
わ
せ
を
指
す
。

（
８
）
貞
要
集

　
「
貞
要
集（

（2
（

」は
、有
楽
流
の
茶
書
で
、全
五
巻
か
ら
成
る
写
本
で
あ
る
。

作
者
は
不
明
で
あ
る
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
作
者
は
、「
有
楽
公
の
台
子

伝
来
」
を
伝
授
さ
れ
た
織
田
貞
置
（
一
六
一
七
～
一
七
〇
五
）
の
側
近

に
仕
え
、
こ
の
書
は
平
素
の
教
え
を
ま
と
め
た
も
の
と
い
う
。
四
巻
の

終
わ
り
に
、「
此
貞
要
集
全
部
五
冊
正
徳
五
乙
未
年
（
一
七
一
五
）
二

月
松
本
見
休
よ
り
伝
之
、
東
皋
庵
（
花
押
）」
と
あ
る
。

業
の
傍
ら
、
岡
部
道
可
に
つ
い
て
遠
州
流
の
茶
を
修
め
て
い
る
。
利
休

百
年
忌
を
迎
え
、
元
禄
年
間
は
茶
書
の
版
行
の
一
つ
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
中
、
元
閑
は
『
茶
之
湯
三
傳
集
』（
元
禄
四
年
／

一
六
九
一
版
行
）
を
は
じ
め
、『
当
流
茶
之
湯
流
伝
集
』（
同
七
年
版
行
）

『
茶
湯
評
林
』（
同
十
年
版
行
）、
他
に
も
『
茶
湯
献
立
指
南
』（
同
九
年

版
行
）『
古
今
茶
湯
大
全
』（
同
十
五
年
版
行
）
な
ど
、
ひ
と
き
わ
数
多

く
の
茶
書
を
版
行
し
て
い
る
。

　

元
閑
の
茶
書
で
は
、
上
下
二
段
に
重
ね
た
窓
を
色
紙
窓
と
称
し
て
い

る
。

　
『
茶
之
湯
三
傳
集（

（2
（

』
で
は
、「
色
紙
窓
上
下
色
紙
張
た
る
心
ニ
す
る
」

と
述
べ
、『
茶
湯
評
林（

（2
（

』
で
は
、「
色
紙
窓
上
下
に
色
紙
を
は
り
た
る
様

に
拵
た
る
も
の
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
両
書
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る（

（2
（

。
ま
た
、『
茶
之
湯
三
傳
集
』『
当
流
茶
之
湯
流
伝
集
』
に
は
、
色

紙
窓
の
図
を
載
せ
る（
図
二
）。
両
書
の
図
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
以
下
、

『
茶
湯
評
林
』
の
記
述
を
示
す
。

一
、�

色
紙
窓
上
下
に
色
紙
を
は
り
た
る
様
に
拵
た
る
も
の
な
り
。

上
窓
長
さ
二
尺
一
寸
八
分
幅
二
尺
三
寸
一
分
、
鴨
居
閾
厚
サ

九
分
、
大
目
の
時
長
さ
一
ぱ
い
。
但
し
一
筋
樋
也
。
ほ
う
た

て
厚
サ
九
分
幅
一
寸
四
分
、
窓
の
真
中
横
に
一
通
あ
つ
さ
四

分
幅
九
分
の
木
を
入
る
。
外
の
方
に
竹
立
に
五
本
打
也
。
障

子
一
本
ほ
う
た
て
共
に
立
七
本
横
二
通
也
。両
方
縁
は
三
分
、

中
は
二
分
。

一
、�

同
下
窓
は
長
サ
一
尺
八
寸
二
分
、
幅
一
尺
四
寸
六
分
下
地
窓

に
し
て
廻
り
は
蛤
端
に
塗
る
。五
分
宛
角
々
塗
り
ま
わ
す
也
。
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（
９
）
遠
宗
拾
遺

　
「
遠
宗
拾
遺（

（2
（

」
は
遠
州
流
の
茶
書
で
、
十
五
巻
か
ら
な
る
。
延
享
四

年
（
一
七
四
七
）
よ
り
五
年
に
か
け
て
竹
村
鷺
庵
と
松
契
正
朔
が
編
纂
、

書
写
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
之
三
に
は
、「
尺
度
部
」
と
し
て
数
寄
屋
の
寸
法
が
記
さ
れ
、
そ

れ
に
続
く
「
増
補
部
」
に
色
紙
窓
の
図
を
載
せ
る
（
図
九
）。

一
、
色
紙
窓
図
、
上
二
枚
障
子
下
一
枚
障
子

　
　

上
窓
竪
一
尺
六
寸
横
二
尺
七
寸
五
分
、

　

巻
ノ
四
「
数
寄
屋
諸
寸
法
之
事
」
に
色
紙
窓
の
寸
法
と
図
（
図
八
）

を
載
せ
る
。

一
、
色
紙
窓
、
二
重
窓
な
り
。

　
　

�
下
窓
は
寄
敷
居
を
直
に
（
敷
居
に
）
用
い
る
。
但
一
尺
四
寸

六
分
四
方
、
か
き
さ
し
窓
な
り
。

　
　

�

上
窓
高
二
尺
一
寸
八
分
、
横
二
尺
三
寸
、
但
此
窓
角
柱
に
立

付
て
も
又
角
柱
よ
り
九
寸
五
分
小
壁
を
見
て
も
よ
し
。
見
合

次
第
也
。
但
上
窓
は
竹
連
子
也
。
上
窓
障
子
骨
竪
四
本
横
五

本
す
り
さ
ん
と
も
に
下
窓
障
子
骨
竪
四
本
横
三
本
す
り
さ
ん

と
も
に
。

　

色
紙
窓
は
、「
二
重
窓
」
の
こ
と
で
あ
る
。
下
窓
は
、「
か
き
さ
し
窓
」

（
下
地
窓
）
で
、
上
窓
は
「
竹
連
子
」（
連
子
窓
）
と
す
る
。
寸
法
は
、

下
地
窓
が
一
尺

四
寸
六
分
四
方

で
、
連
子
窓
が

高
さ
二
尺
一
寸

八
分
、
横
二
尺

三
寸
で
、
連
子

窓
は
、角
柱（
隅

柱
）
に
付
け
て

も
、
柱
か
ら
九

寸
五
分
小
壁
を

挟
ん
で
開
け
て

も
よ
い
と
す
る
。

図八　色紙窓の図（「貞要集」）

図九　色紙窓の図（「遠宗拾遺」）
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点
前
座
の
勝
手
付
に
、
地
敷
居
か
ら
五
寸
上
げ
て
、
九
寸
四
方
の
色

紙
窓
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、九
寸
四
方
と
い
う
寸
法
は
、

茶
室
の
窓
と
し
て
は
小
さ
く
、特
異
な
例
と
い
え
る
。
風
炉
先
窓
も「
一

尺
二
寸
四
方
」
の
正
方
形
で
あ
り
、
し
か
も
、
両
窓
と
も
「
地
敷
居
の

上
よ
り
五
寸
」
と
あ
り
、
矩
折
の
位
置
と
は
い
え
同
じ
高
さ
に
二
つ
の

窓
を
開
け
る
の
は
、
茶
室
の
意
匠
と
し
て
は
珍
し
い
。
し
た
が
っ
て
誤

写
と
考
え
ら
れ
る
が
、
正
方
形
の
窓
を
色
紙
窓
と
称
し
て
い
る
の
は
、

他
の
伝
え
と
も
重
な
る
。

　

以
上
、
茶
書
に
見
え
る
色
紙
窓
の
記
述
を
ま
と
め
た
も
の
を
、
表
１

に
示
す
。四　

起
し
絵
図
に
見
え
る
色
紙
窓

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
点
前
座
の
下
地
窓
を
色
紙
窓
と
呼
ん

で
い
る
の
は
、
織
部
好
み
ま
た
は
遠
州
好
み
と
伝
え
る
茶
室
で
あ
る
。

例
外
と
し
て
松
屋
久
重
の
茶
室
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
述
し

た
よ
う
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
資
料
が
乏
し
く
知
り
得
な
い
。
そ
し
て
、

色
紙
窓
（
下
地
窓
）
の
上
に
は
、
竹
連
子
窓
が
あ
っ
た
（「
茶
譜
」、「
小

座
敷
寸
法
抄
」、「
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
」）。
織
部
と
遠
州
の
茶
室
に
お

け
る
点
前
座
の
窓
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
起
し
絵
図
か
ら
そ
の
姿
を
具

体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
織
部
好
み
、
遠
州
好
み
と

伝
え
る
起
し
絵
図
か
ら
、
色
紙
窓
と
称
さ
れ
る
点
前
座
の
窓
の
構
成
に

つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　
　

下
窓
壱
尺
四
寸
五
分
四
方
、

　
　

上
下
窓
ノ
隅
ヲ
ノ
レ
凡
葭
ノ
下
地
窓
也

　
　

上
窓
縦
横
ニ
力
竹
五
本
下
窓
同
四
本

　
　

藤
ニ
テ
カ
ゝ
ル
、
角
一
寸
三
分

　

色
紙
窓
と
し
て
、
上
下
二
つ
の
窓
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
上

窓
は
、
竪
一
尺
六
寸
、
横
二
尺
七
寸
五
分
、
下
窓
は
、
一
尺
四
寸
五
分

四
方
で
あ
る
。
図
よ
り
下
窓
は
、
地
敷
居
よ
り
一
尺
七
寸
二
分
上
に
位

置
す
る
こ
と
が
分
か
る
。「
上
下
窓
ノ
隅
ヲ
ノ
レ
凡
葭
ノ
下
地
窓
也
」

と
あ
る
の
で
、
上
下
と
も
下
地
窓
で
あ
る
。
色
紙
窓
は
上
下
二
つ
の
窓

の
組
み
合
わ
せ
と
解
釈
で
き
る
。

（
10
）
茶
道
織
有
伝

　
『
茶
道
織
有
伝（

（3
（

』
は
、上
下
二
巻
か
ら
成
り
、延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

に
版
行
さ
れ
た
。
序
文
末
尾
に
、「
寛
文
己
酉
年
（
一
六
六
九
）
仲
春
丹
、

常
陽
水
下
太
中
川
為
範
」
と
あ
る
。
下
巻
の
跋
文
に
本
書
の
成
り
立
ち

が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
太
中
川
為
範
は
有
楽
の
妻
の
甥

に
当
た
り
、
太
中
川
家
に
は
有
楽
の
秘
伝
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
た
。
か

つ
て
為
範
に
仕
え
た
太
川
東
雲
が
、
茶
の
湯
に
関
す
る
内
容
を
ま
と
め

た
も
の
と
い
う
。

　

同
書
の
目
録
第
十
八
に
「
数
寄
屋
二
五
の
か
ね
の
事
、
口
伝
」
と
あ

り
、
そ
こ
に
色
紙
窓
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

か
よ
ひ
口
あ
け
口
高
三
尺
五
寸
、
ほ
ん
ぐ
（
反
古
）
ば
り
、
口
伝

内
外
ひ
き
て
（
引
手
）
あ
り
。

風
炉
さ
き
の
窓
一
尺
二
寸
四
方
、
地
敷
の
上
よ
り
五
寸
。

し
き
し
窓
九
寸
四
方
、
地
敷
の
上
よ
り
五
寸
。
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（
一
）
織
部
好
み
の
色
紙
窓

（
１
）
誓
願
寺
塔
頭
竹
林
院
の
茶
室

　

大
工
頭
中
井
家
所
蔵
「
数
寄
屋
建
地
割
、
古
田
織
部
好
、
誓
願
寺
塔

頭
竹
林
院
ニ
有
之
」
と
題
す
る
起
し
絵
図
と
「
数
寄
屋
之
図
」
と
す
る

指
図
が
あ
る（

（3
（

。
後
者
は
下
絵
と
考
え
ら
れ
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）

頃
に
、
実
測
を
基
に
起
し
絵
図
を
作
成
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
ま

た
、
松
平
家
旧
蔵
「
数
寄
屋
絵
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
中
に

も
「
古
田
織
部
好
、
誓
願
寺
竹
林
院
茶
室（

（3
（

」（
図
一
〇
）
と
題
す
る
起

し
絵
図
が
あ
る
。
こ
れ
は
中
井
家
所
蔵
の
も
の
と
、
記
述
の
内
容
、
そ

の
位
置
が
全
て
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
中
井
家
の
起
し
絵
図
を
写
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

相
伴
席
付
三
畳
大
目
の
い
わ
ゆ
る
燕
庵
形
式
の
平
面
を
持
つ
茶
室

で
、
背
後
に
三
畳
の
勝
手
と
水
屋
が
付
く
。
点
前
座
に
は
、
下
地
窓
と

連
子
窓
が
上
下
に
配
さ
れ
る
。
風
炉
先
隅
柱
か
ら
一
尺
七
寸
の
小
壁
を

挟
み
、
竹
の
方
立
を
立
て
、
地
敷
居
に
付
け
て
、
高
さ
二
尺
、
幅
一
尺

七
寸
の
下
地
窓
を
開
け
る
。
障
子
は
片
引
き
と
す
る
。
地
敷
居
よ
り
二

尺
一
寸
六
分
上
に
下
地
窓
の
鴨
居
を
引
き
通
す
。
こ
れ
は
上
の
連
子
窓

の
敷
居
を
兼
ね
る
。
連
子
窓
は
、
高
さ
一
尺
七
寸
五
分
、
幅
二
尺
八
寸

で
、
風
炉
先
隅
柱
に
付
け
て
開
け
る
。
障
子
は
片
引
き
と
す
る
。

（
２
）
宇
治
長
井
貞
甫
宅
の
茶
室

　

大
工
頭
中
井
家
所
蔵
「
数
寄
屋
建
地
割
、
古
田
織
部
好
、
城
州
宇
治
、

長
井
貞
甫
宅
ニ
有
之
」
と
題
す
る
起
し
絵
図
一
組（

（3
（

が
あ
り
（
図
一
一
）、

年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
指
図
、
文
書
な
ど
か
ら
江
戸
時
代

後
期
の
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

表１　茶書に見える色紙窓

資料 作成年代 好み 色紙窓の示す意味 場所 構成

草人木 寛永三年（1626）版行 古田織部 下段の窓か 点前座 上下に重ねた窓か※

茶道四祖伝書 正保四年（1647）から
慶安五年（1652）

松屋久重 一つの窓 不明 記載なし

古田織部正殿聞書 17世紀後期 古田織部 下地窓 点前座 記載なし※

茶譜 寛文四年（1664）から
十三年の間

小堀遠州 下段の下地窓 点前座 下地窓の上に連子窓

古田織部 下段の下地窓 点前座 下地窓の上に連子窓

小座敷寸法抄 17世紀後期か 古田織部 下段の下地窓 点前座 下地窓の上に連子窓

伏見御数寄屋之図 不詳 小堀遠州 下段の下地窓 点前座 下地窓の上に連子窓

茶之湯三傳集 元禄四年（1691）版行 上下二つの窓 点前座 下地窓の上に竹連子

茶湯評林 元禄十年（1697）版行 上下二つの窓 点前座 下地窓の上に竹連子

貞要集 正徳五年（1715）書写 織田有楽 上下二つの窓 点前座 下地窓の上に連子窓

遠宗拾遺 延享四年（1747）より
五年書写

小堀遠州 上下二つの窓 点前座 上下ともに下地窓

茶道織有伝 延享三年（1746）版行 織田有楽 一つの窓 点前座 記載なし

※『草人木』「織部聞書」は、織部の他の作例から、下地窓の上に連子窓を重ねた構成の可能性が高いと推
測される。
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を
ず
ら
し
て
配
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
、
織
部
好
み
の
茶
室
に
お
け
る
点
前
座
の
窓
に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
確
認
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、そ
の
寸
法
、

構
成
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
点
前
座
に
中
敷
居
を
引
き
通
し
、
上
下
に
窓

を
配
す
。
下
段
は
下
地
窓
と
し
、
風
炉
先
隅
柱
か
ら
一
尺
七
寸
の
位
置

に
方
立
を
立
て
、
地
敷
居
に
付
け
て
開
け
る
。
上
段
は
連
子
窓
と
し
、

　

相
伴
席
付
三
畳
大
目
の
燕
庵
形
式
の
平
面
を
持
つ
茶
室
で
、
三
畳
半

の
勝
手
と
六
畳
敷
の
鎖
の
間
が
接
続
す
る
。
点
前
座
に
、
下
地
窓
と
連

子
窓
を
上
下
に
配
す
。
下
地
窓
は
、地
敷
居
に
付
け
て
高
さ
二
尺
五
分
、

幅
一
尺
七
寸
、
連
子
窓
は
、
高
さ
一
尺
七
寸
五
分
、
幅
二
尺
七
寸
六
分

で
あ
る
。
配
置
に
関
す
る
詳
し
い
寸
法
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
下
地
窓

は
茶
道
口
寄
り
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
下
二
段
に
二
つ
の
窓
を
、
中
心 図一〇　請願寺竹林院茶室起し絵図

図一一　宇治長井貞甫宅茶室起し絵図
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風
炉
先
隅
柱
に
つ
け
て
開
け
る
。
し
た
が
っ
て
、連
子
窓
は
風
炉
先
側
、

下
地
窓
は
茶
道
口
側
へ
寄
っ
て
位
置
し
、
二
つ
の
窓
は
中
心
を
ず
ら
し

配
置
さ
れ
る
。
現
燕
庵
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
れ
は
、
織
部
好
み
の
色

紙
窓
の
形
式
と
い
え
る
。

（
二
）　

遠
州
好
み
の
色
紙
窓

（
１
）
高
台
寺
遠
州
好
茶
室

　

松
平
家
旧
蔵
「
数
寄
屋
絵
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
「
高
台

寺
遠
州
好
茶
室
」
と
題
す
る
起
し
絵
図（

（3
（

が
あ
る
（
図
一
二
）。
茶
室
は
、

四
畳
大
目
で
、
南
は
小
書
院
、
西
は
鎖
の
間
に
接
し
て
い
る
。
点
前
座

に
中
敷
居
を
引
き
通
し
、下
段
に
下
地
窓
、上
段
に
連
子
窓
を
開
け
る
。

下
地
窓
は
、
地
敷
居
に
付
け
て
高
さ
一
尺
九
寸
九
分
、
幅
一
尺
七
寸
、

連
子
窓
は
、
隅
柱
に
付
け
て
高
さ
一
尺
七
寸
五
分
、
幅
二
尺
五
寸
三
分

で
あ
る
。
下
地
窓
は
、
風
炉
先
寄
り
に
配
さ
れ
て
お
り
、
連
子
窓
の
幅

に
下
地
窓
が
納
ま
る
配
置
で
あ
る
。

（
２
）
小
堀
遠
州
好
後
藤
勘
兵
衛
宅
茶
室

　

松
平
家
旧
蔵
「
数
寄
屋
絵
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
小
堀
遠

州
好
後
藤
勘
兵
衛
宅
茶
室
と
題
す
る
起
し
絵
図（

（3
（

が
あ
る
（
図
一
三
）。

三
畳
大
目
の
茶
室
で
、
点
前
座
に
下
地
窓
と
連
子
窓
を
上
下
に
配
す
。

地
敷
居
よ
り
「
高
一
寸
二
寸
五
分
」
の
腰
張
の
上
に
下
地
窓
の
敷
居
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
一
尺
二
寸
五
分
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
下
地
窓
は
、
高

さ
一
尺
九
寸
八
分
、
幅
一
尺
九
寸
六
分
で
、
ほ
ぼ
正
方
形
で
あ
る
。
連

子
窓
は
、
高
さ
一
尺
六
寸
三
分
、
幅
の
寸
法
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

障
子
の
桟
や
竹
連
子
の
数
か
ら
下
地
窓
の
ほ
ぼ
倍
と
考
え
ら
れ
る
。
連

表２　織部好みの色紙窓� （寸法単位：尺）
資料 下段窓 竪 横 上段窓 竪 横 構成

茶譜 下地 2.0 1.7 連子 不明 不明 上段：不明
下段：地敷居に付く。
　　　�茶道口寄り（風炉先隅

柱から1.85）。

小座敷寸法抄 下地 2.17 1.7 連子 1.74 2.77 上段：風炉先隅柱に付く
下段：地敷居に付く。
　　　�茶道口寄り（同隅柱か

ら方立迄1.7）。

請願寺竹林院
茶室起し絵図

下地 2.0 1.7 連子 1.75 2.8 上段：風炉先隅柱に付く
下段：地敷居に付く。
　　　�茶道口寄り（同隅柱か

ら方立迄1.7）。

宇治長井貞甫宅
茶室起し絵図

下地 2.05 1.7 連子 1.75 2.76 上段：風炉先隅柱に付く。
下段：地敷居に付く。
　　　茶道口寄り

現燕庵 下地 2.16 1.78 連子 1.738 2.78 上段：風炉先隅柱に付く
下段：地敷居に付く。
　　　茶道口寄り。
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図一二　高台寺遠州好茶室起し絵図

図一三　小堀遠州好後藤勘兵衛宅茶室起し絵図

ロ．外観イ．内部

イ．内部 ロ．外観
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子
窓
は
風
炉
先
隅
柱
に
付
け
て
、
下
地
窓
も
風
炉
先
寄
り
に
配
さ
れ
、

連
子
窓
の
幅
に
下
地
窓
が
納
ま
る
配
置
で
あ
る
。
二
つ
の
窓
は
中
心
軸

が
ほ
ぼ
通
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
３
）「
甫
公
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
」
の
四
畳
大
目
茶
室

　

遠
州
の
伏
見
奉
行
屋
敷
に
四
畳
大
目
の
茶
室
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
。『
松
屋
会
記
』
寛
永
十
八
年
正
月
十
日
条
に
、
久
重
が
図
を
書
き

留
め
て
い
る
。
点
前
座
に
は
「
マ
ト
二
ツ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
茶
室
と
考
え
ら
れ
る
資
料
に
、「
甫
公
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
」

と
題
す
る
起
し
絵
図（

（3
（

が
あ
る
。
四
畳
大
目
の
茶
室
に
は
、
畳
か
ら
二
尺

二
寸
五
分
上
が
っ
て
二
尺
四
方
の
下
地
窓
、そ
の
上
に
高
さ
一
尺
六
寸
、

幅
三
尺
四
寸
の
連
子
窓
を
開
け
て
い
る
。
た
だ
し
畳
か
ら
二
尺
二
寸
五

分
の
位
置
と
す
る
と
、
点
前
座
の
桁
の
高
さ
が
六
尺
四
寸
余
り
に
な
る

の
で
、こ
れ
は
一
尺
二
寸
五
分
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
連
子
窓
は「
東

（
風
炉
先
側
）
の
隅
柱
へ
寄
せ
て
」
と
あ
る
が
、
下
地
窓
の
位
置
に
つ

い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

以
上
、
遠
州
好
み
の
茶
室
に
お
け
る
点
前
座
の
窓
に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
下
段
を
下
地
窓
、
上
段
を
連
子
窓
と
す
る
こ

と
は
一
致
す
る
。
下
段
の
下
地
窓
に
着
目
す
る
と
、
地
敷
居
に
付
け
て

開
け
る
も
の
（「
高
台
寺
遠
州
好
茶
室
」）
と
、
そ
れ
よ
り
上
に
配
さ
れ

る
も
の
（「
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
」「
小
堀
遠
州
好
後
藤
勘
兵
衛
宅
茶
室
」

「
甫
公
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
」）
と
が
あ
る
。

　

二
つ
の
窓
の
配
置
に
着
目
す
る
と
、「
茶
譜
」「
甫
公
伏
見
御
数
寄
屋

之
図
」
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
茶
室
で
は
、
連
子
窓
は
風
炉

先
隅
柱
に
付
け
（「
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
は
不
明
）、
下
地
窓
も
風
炉
先

表３　遠州好みの色紙窓� （寸法単位：尺）

資料 下段窓 竪 横 上段窓 竪 横 構成

茶譜 下地 2.26 1.83 連子 1.73 2.775 二つの窓の配置は不明

伏見御数寄屋之図 下地 2.2 2.0 連子 1.62 2.86 上段：�風炉先側0.5、茶道口側
2.42の小壁。

下段：地敷居より1.35上。
　　　�風炉先寄り（風炉先側

0.6、茶道口側に2.1の小
壁）。

高台寺遠州好茶室起
し絵図

下地 1.99 1.7 連子 1.75 2.53 上段：風炉先隅柱に付く。
下段：地敷居に付く。
　　　風炉先寄り。

小堀遠州好後藤勘兵
衛宅茶室起し絵図

下地 1.98 1.96 連子 1.63 不明 上段：風炉先隅柱に付く。
下段：地敷居より1.25上。
　　　風炉先寄り。

甫公伏見御数寄屋之
図の四畳大目茶室

下地 2.0 2.0 連子 1.6 3.4 上段：風炉先隅柱に付く。
下段：地敷居より2.25上※。

※1.25の誤りか。
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（
一
）
点
前
座
に
あ
る
色
紙
窓

　

点
前
座
で
は
、
地
敷
居
に
付
け
て
下
方
に
下
地
窓
、
上
方
に
連
子
窓

を
配
す
構
成
が
一
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
織
部
好
み
の
形

式
に
類
似
す
る
。

　

点
前
座
に
中
敷
居
を
引
き
通
し
、
下
段
に
下
地
窓
、
上
段
に
連
子
窓

を
配
す
。
連
子
窓
は
風
炉
先
側
の
隅
柱
に
付
け
、
下
地
窓
は
、
中
央
よ

り
や
や
勝
手
寄
り
に
、
地
敷
居
に
付
け
て
開
け
る
。
こ
の
よ
う
に
下
地

窓
と
連
子
窓
は
、中
心
を
ず
ら
し
配
置
さ
れ
る
。
藪
内
家
燕
庵（
図
一
）、

建
仁
寺
東
陽
坊
（
図
一
四
―
イ
）、
奈
良
八
窓
庵
（
同
―
ロ
）、
真
珠
庵

庭
玉
軒
（
同
―
ハ
）、
曼
殊
院
茶
室
（
同
―
ニ
）、
浄
土
寺
露
滴
庵
（
同

―
ホ
）、
天
球
院
蓬
庵
、
泰
勝
寺
仰
松
軒
が
こ
れ
と
全
く
同
じ
構
成
で

あ
る
。
織
部
好
み
の
形
式
と
い
え
る
。
八
窓
庵
（
旧
舎
那
院
忘
筌
）、

等
持
院
清
漣
亭
、
高
山
寺
遺
香
庵
で
は
、
上
の
鴨
居
を
角
柄
に
留
め
る

と
い
う
違
い
が
あ
る
。
清
漣
亭
は
や
や
上
下
の
窓
の
バ
ラ
ン
ス
が
他
と

異
な
る
。

　

他
の
三
例
は
、下
方
の
窓
を
地
敷
居
よ
り
上
に
離
し
て
開
け
て
お
り
、

色
紙
窓
全
体
が
、
織
部
の
形
式
よ
り
上
方
に
配
置
さ
れ
る
。
桂
離
宮
松

琴
亭
、
三
渓
園
春
草
廬
が
こ
の
構
成
で
あ
る
。
地
敷
居
か
ら
離
し
て
配

す
点
は
共
通
す
る
が
、
窓
の
形
状
、
配
置
、
組
み
合
わ
せ
は
そ
れ
ぞ
れ

に
違
い
が
あ
る
。

　

松
琴
亭
は
、
地
敷
居
か
ら
一
尺
一
寸
程
離
し
、
下
段
に
連
子
窓
、
上

段
に
下
地
窓
を
開
け
る
（
図
一
五
）。
下
窓
は
高
さ
一
尺
五
寸
、
幅
二

尺
七
寸
、
上
窓
は
高
さ
一
尺
六
寸
、
幅
一
尺
二
寸
で
あ
る
。
上
窓
は
左

上
方
（
点
前
座
後
方
）
に
配
す
。
他
に
例
の
な
い
構
成
で
あ
る
。

寄
り
に
配
す
。
し
た
が
っ
て
、
下
地
窓
は
連
子
窓
の
幅
を
出
な
い
範
囲

に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
心
軸
の
ず
れ
は
少
な
く
、
後
藤
勘
兵
衛

宅
茶
室
で
は
ほ
ぼ
中
心
軸
が
通
っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
は
、
遠
州
好
み

の
色
紙
窓
の
特
徴
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
二
つ
の
窓
の
配
置
は
、
中
心

軸
を
ず
ら
し
左
右
に
配
置
し
た
色
紙
散
ら
し
の
意
匠
と
は
言
い
難
い
。

　

一
方
、
下
地
窓
の
寸
法
を
見
る
と
、「
此
窓
竪
長
キ
ユ
ヘ
当
代
色
紙

窓
ト
云
誤
ノ
言
葉
ナ
リ
」
と
記
す
「
茶
譜
」
以
外
は
正
方
形
に
近
い
。

そ
し
て
、「
茶
譜
」「
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
」
で
は
、
明
ら
か
に
下
段
の

下
地
窓
を
色
紙
窓
と
称
し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
遠
州
好
み
の
色
紙
窓
と
は
、
色
紙
散
ら
し
の
意

匠
で
は
な
く
、
色
紙
形
で
あ
る
正
方
形
の
下
地
窓
を
指
し
て
い
る
と
推

察
で
き
る
。五　

現
存
茶
室
に
見
え
る
上
下
に
重
ね
た
窓

　

先
述
し
た
よ
う
に
色
紙
窓
の
定
義
は
曖
昧
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
後
世

に
伝
わ
る
段
階
で
変
化
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
存

茶
室
に
つ
い
て
は
、
上
下
に
重
ね
た
窓
の
構
成
を
見
て
い
き
た
い（

（3
（

。

　

上
下
に
重
ね
た
窓
が
用
い
ら
れ
て
い
る
茶
室
は
一
八
席
に
二
四
例
あ

り
、
そ
の
う
ち
四
席
に
は
二
か
所
以
上
に
そ
の
例
が
あ
る
。
一
四
例
は

点
前
座
（
一
三
例
は
勝
手
付
き
、
一
例
は
背
後
）、
八
例
は
客
座
に
あ

る
（
表
４
）。
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表４　現存茶室における上下に重ねた窓� （寸法単位：尺）
名称 建築年代 下種類 下窓高 下窓幅 上種類 上窓高 上窓幅 位置、形式

１ 燕庵 天保２年（1831）
写し

下地 2.16 1.78 連子 1.738 2.77 点前座
織部形式

２ 奈良八窓庵 16世紀末～17世
紀初

下地 2.2 1.75 連子 1.7 2.8 点前座
織部形式

３ 八窓庵
（旧舎那院
忘筌）

17世紀前期 下地 2.3 1.8 連子 1.95 2.9 点前座
織部形式

連子 1.8 4.0 下地 1.2 2.0 客座
連子 1.8 4.1 下地 1.1 1.8 躙口上

４ 曼殊院茶室 明暦２年（1656）下地 1.935 1.31 連子 1.8 2.6 点前座
織部形式

連子 1.7 2.37 下地 0.69 2.37 客座
５ 庭玉軒 17世紀中期か 下地 2.07 1.86 連子 1.74 2.88 点前座

織部形式
６ 露滴庵 18世紀前期 下地 2.15 1.8 連子 1.74 2.75 点前座

織部形式
７ 蓬庵 安政６年（1859）下地 連子 点前座

織部形式
８ 仰松軒 大正11年（1922）下地 2.6 2.3 連子 1.7 2.7 点前座

織部形式
９ 東陽坊 不詳 下地 2.3 2.0 連子 2.0 3.1 点前座

織部形式
10 清漣亭 不詳 下地 1.6 2.0 連子 1.7 2.5 点前座

織部形式
11 遺香庵 昭和６年（1931）下地 2.0 2.0 連子 1.8 2.7 点前座

織部形式
12 春草廬 17世紀前期 下地 2.0 2.08 連子 1.48 3.22 点前座

遠州形式
下地 1.9 2.67 連子 2.0 4.1 客座（床脇）
連子 2.04 4.67 下地 1.2 2.87 客座

13 松琴亭 慶安２年（1649）
頃

連子 1.5 2.7 下地 1.6 1.2 点前座
連子 1.8 5.2 下地 不明 2.55 躙口上

14 金地院茶室 寛永５年（1628）下地 1.5 1.8 連子 2.3 4.5 点前座背後
遠州形式

15 武者小路家
半床庵

17世紀後期か 下地 2.3 2.4 下地 2.1 2.0 客座
千家形式

16 反古張席 寛政元年（1789）下地 下地 客座
千家形式

17 久田家半床庵 明治19年（1886）下地 2.85 2.8 下地 2.0 2.8 客座
千家形式

18 大虚庵 大正４年（1915）下地 2.2 2.7 下地 2.45 2.7 客座
千家形式

※寸法が不明な席は、空欄とする。
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図一四　織部好み色紙窓の形式

イ．建仁寺東陽坊

ハ．真珠庵庭玉軒 ニ．曼殊院茶室

ホ．浄土寺露滴庵

ロ．奈良八窓庵
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好
後
藤
勘
兵
衛
宅
茶
室
に
類
似
し
て
い
る
。

　

金
地
院
茶
室
は
、
四
畳
半
の
平
面
と
し
、
三
畳
の
客
座
に
大
目
の
点

前
座
と
大
目
床
を
並
べ
て
配
す
。
点
前
座
の
背
後
に
、
連
子
窓
の
下
に

下
地
窓
を
重
ね
る
。
こ
の
茶
室
は
、
遠
州
が
前
身
建
物
を
改
造
す
る
こ

と
に
よ
り
成
っ
た
と
さ
れ
る
。
本
勝
手
の
点
前
座
勝
手
付
き
に
茶
道
口

が
あ
る
た
め
、
背
後
に
位
置
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
点
前
座
後
ろ

の
連
子
窓
は
、
高
さ
二
尺
三
寸
、
幅
四
尺
五
寸
、
下
地
窓
は
、
高
さ
一

尺
五
寸
、
幅
一
尺
八
寸
で
、
地
敷
居
よ
り
五
寸
ほ
ど
上
げ
て
、
中
央
や

や
客
座
寄
り
に
配
す
（
図
一
七
）。
連
子
窓
が
柱
間
い
っ
ぱ
い
に
開
か

れ
て
い
る
の
で
特
殊
な
例
と
い
え
る
が
、
上
下
の
窓
の
中
心
軸
の
ず
れ

　

春
草
蘆
で
は
、
下
段
を
下
地
窓
、
上
段
を
連
子
窓
と
す
る
（
図

一
六
）。
下
地
窓
を
地
敷
居
か
ら
一
尺
三
寸
二
分
離
し
、
中
央
か
ら
や

や
風
炉
先
寄
り
の
位
置
に
配
す
。
下
地
窓
の
ほ
ぼ
中
心
に
連
子
窓
を
重

ね
る
。
下
地
窓
は
、
高
さ
二
尺
、
幅
二
尺
八
分
、
連
子
窓
は
、
高
さ
一

尺
四
寸
八
分
、
幅
三
尺
二
寸
二
分
で
あ
る
。
下
地
窓
の
上
に
連
子
窓
が

重
な
る
配
置
と
な
っ
て
お
り
、
色
紙
散
ら
し
の
よ
う
に
二
つ
の
窓
が
左

右
に
ず
れ
る
構
成
と
は
や
や
異
な
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
小
堀
遠
州 図一五　桂離宮松琴亭

図一六　春草蘆
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（
一
六
四
七
～
一
七
〇
七
）
の
好
み
と
伝
え
ら
れ
る
。
表
千
家
流
高
倉

久
田
家
は
、
初
代
房
政
（
宗
英
）
が
利
休
の
妹
を
妻
と
し
た
と
伝
え
、

二
代
宗
利
は
宗
旦
の
娘
を
娶
っ
て
お
り
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
宗

全
で
あ
る
。
宗
全
の
弟
は
表
千
家
五
代
随
流
斎
、
長
男
は
六
代
覚
々
斎

で
あ
り
、
久
田
家
は
千
家
と
の
血
縁
が
深
か
っ
た
。

　

反
古
張
席
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
頃
、
表
千
家
八
代
啐
啄
斎

の
好
み
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
。
一
畳
大
目
向
板
入
り
の
席
で
、
客
座
に

下
地
窓
を
重
ね
て
開
け
る
。
竹
の
方
立
を
角
柄
に
留
め
る
。
寸
法
の
詳

細
は
知
り
え
な
か
っ
た
が
、
両
窓
と
も
正
方
形
に
近
く
、
中
心
を
ず
ら

し
て
上
下
に
配
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
久
田
家
半
床
庵
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
再
建
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
四
畳
中
板
入
り
の
間
取
り
で
あ
る
が
、
客
座
の
二

畳
を
大
目
の
大
き
さ
と
す
る
。
床
前
に
一
畳
を
敷
き
、
床
に
向
け
て
大

目
畳
を
二
枚
敷
く
。
点
前
座
は
一
畳
と
す
る
。
大
き
さ
に
違
い
は
あ
る

が
、
内
部
の
構
成
は
不
審
菴
に
似
て
い
る
。
窓
の
数
は
不
審
菴
と
同
じ

く
五
つ
で
あ
る
が
、
配
置
が
違
う
。
半
床
庵
で
は
、
床
と
矩
折
り
の
壁

面
に
付
鴨
居
を
通
し
、
そ
の
中
央
に
上
下
に
下
地
窓
を
重
ね
て
開
け
て

い
る
。
下
窓
は
、
高
さ
二
尺
八
寸
五
分
、
幅
二
尺
八
寸
、
上
窓
は
、
高

さ
二
尺
、
幅
二
尺
八
寸
で
あ
る
。
両
窓
と
も
正
方
形
に
近
く
、
中
心
を

ず
ら
し
て
配
置
さ
れ
る
。
上
窓
は
掛
け
障
子
と
す
る
た
め
、
鴨
居
や
方

立
が
な
い
。

　

武
者
小
路
家
半
床
庵
は
、
名
古
屋
に
あ
っ
た
茶
室
を
、
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
に
現
地
に
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
宗
全
の
手
紙
と
と

も
に
伝
わ
る
席
で
あ
る
。
二
畳
大
目
の
う
ち
、
客
座
一
畳
は
大
目
畳
に

は
少
な
く
、
連
子
窓
の
ほ
ぼ
中
央
に
下
地
窓
が
位
置
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
点
前
座
の
色
紙
窓
は
、
下
段
を
地
敷
居
に
付
け
た
下

地
窓
、
上
段
を
連
子
窓
と
し
、
中
心
を
ず
ら
し
て
配
置
す
る
織
部
好
み

の
形
式
が
一
四
席
中
一
一
席
と
多
い
。
春
草
蘆
は
遠
州
好
み
の
形
式
で

あ
り
、
金
地
院
は
そ
の
形
式
に
近
い
と
い
え
る
。

（
二
）
下
地
窓
の
組
み
合
わ
せ

　

下
地
窓
を
二
つ
重
ね
る
構
成
が
四
例
あ
っ
た
。
表
千
家
反
古
張
席
、

久
田
家
半
床
庵
、
武
者
小
路
家
半
床
庵
、
お
よ
び
光
悦
寺
大
虚
庵
で
、

い
ず
れ
も
客
座
に
あ
る
（
図
一
八
）。

　

久
田
家
半
床
庵
お
よ
び
武
者
小
路
家
半
床
庵
は
、
三
代
久
田
宗
全 図一七　金地院茶室
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板
畳
を
入
れ
る
。
久
田
家
と

同
様
に
、
床
と
矩
折
り
の
壁

面
に
付
鴨
居
を
通
し
、
上
下

に
下
地
窓
を
重
ね
る
。
下
窓

は
、
高
さ
二
尺
三
寸
、
幅
二

尺
四
寸
、
上
窓
は
、
高
さ
二

尺
一
寸
、
幅
二
尺
で
あ
る
。

上
は
、
竹
の
方
立
を
天
井
周

り
縁
ま
で
伸
ば
す
。
こ
の
席

も
、両
窓
は
正
方
形
に
近
く
、

中
心
を
ず
ら
し
て
配
置
さ
れ

る
。

　

大
虚
庵
と
は
、
鷹
ケ
峯
に

営
ん
だ
本
阿
弥
光
悦
の
住
居

の
名
と
い
う
。
光
悦
当
時
の

大
虚
庵
に
つ
い
て
は
不
明

で
、
現
在
の
大
虚
庵
は
、
大

正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
速

水
宗
汲（
茶
道
速
水
流
四
代
。

速
水
流
開
祖
宗
達
は
裏
千
家

又
玄
斎
に
学
ん
だ
後
、分
流
）

の
指
導
で
建
て
ら
れ
た
茶
室

で
、
改
修
を
重
ね
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
床
脇
の
壁
面
に

イ．久田家半床庵 ロ．武者小路家半床庵

ハ．反古張席 ニ．大虚庵

図一八　千家流の色紙窓
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窓
ト
云
モ
大
工
ト
モ
ノ
云
コ
ト
ナ
リ
）
と
記
す
が
、
大
工
の
手
に
よ
る

「
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け（

（3
（

」（
寛
永
十
五
年
／
一
六
三
八
か
ら
承
応
三
年
／

一
六
五
四
に
記
さ
れ
た
も
の
）、「
建
仁
寺
派
家
伝
書（

（3
（

」（
元
禄
六
年
／

一
六
九
三
頃
成
立
）、
お
よ
び
『
雛
形
数
寄
屋
工
法
集（

（4
（

』（
貞
享
三
年
／

一
六
八
六
版
行
）
で
は
、
点
前
座
に
上
下
に
重
ね
た
窓
に
つ
い
て
記
さ

れ
て
い
る
が
、「
色
紙
窓
」
の
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
、
江
戸
中
期
ま
で
の
資
料
で
は
、
色
紙
窓
と
は
一
つ
の
窓
を

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
『
茶
道
四
祖
伝
書
』
を
除
い
て
、

風
炉
脇
す
な
わ
ち
点
前
座
勝
手
付
の
下
地
窓
の
こ
と
で
あ
る
。「
織
部

聞
書
」「
茶
譜
」「
小
座
敷
寸
法
抄
」「
伏
見
御
数
寄
屋
図
」
は
明
ら
か

に
風
炉
脇
の
下
地
窓
一
つ
の
こ
と
を
指
す
。『
草
人
木
』
は
、
図
で
は

判
断
で
き
な
い
が
、「
し
き
し
窓
の
邊
へ
に
し
り
や
る
事
も
あ
り
」
の

記
述
か
ら
、
風
炉
脇
の
下
地
窓
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。『
茶

道
四
祖
伝
書
』
は
、
位
置
や
種
類
は
不
明
だ
が
、「
色
紙
窓
ヲ
二
寸
斗

明
か
け
置
候
へ
ば
、
其
戸
を
皆
明
候
」
は
、
一
つ
の
窓
と
解
釈
す
る
方

が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
色
紙
窓
と
称
さ
れ
た
下
地
窓
は
、
正
方
形
の
窓
と
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
茶
譜
」
に
あ
る
遠
州
流
数
寄
屋
の
色
紙
窓
の
寸
法
は
、
高
さ
二
寸

二
尺
六
分
、
幅
一
尺
八
寸
三
分
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
竪
長
の
た

め
色
紙
窓
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
遠
州

好
み
と
伝
え
ら
れ
る
資
料
に
お
け
る
点
前
座
の
下
地
窓
の
寸
法
を
見
る

と
、「
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
」
で
は
、
高
さ
二
尺
二
寸
、
幅
二
尺
、
高

台
寺
遠
州
好
茶
室
で
は
、
高
さ
一
尺
九
寸
九
分
、
幅
一
尺
七
寸
、
遠
州

下
地
窓
を
上
下
に
二
つ
重
ね
る
。
両
窓
と
も
正
方
形
に
近
く
、
中
心
を

ず
ら
し
て
配
置
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
下
地
窓
二
つ
で
構
成
さ
れ
る
色
紙
窓
は
、
千
家
に
縁

の
あ
る
茶
室
で
あ
る
。
点
前
座
で
は
な
く
客
座
に
設
け
る
。
上
下
の
窓

と
も
ほ
ぼ
正
方
形
で
あ
り
、
中
心
を
ず
ら
し
て
上
下
に
配
す
こ
と
も
一

致
す
る
。
こ
れ
は
、
織
部
や
遠
州
の
作
例
と
は
違
う
千
家
流
の
色
紙
窓

の
形
式
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

六　

色
紙
窓
に
関
す
る
考
察

　

現
在
、
色
紙
窓
と
は
、
上
下
に
中
心
を
ず
ら
し
て
配
し
た
二
つ
の
窓

と
の
解
釈
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
茶
書

に
記
さ
れ
る
色
紙
窓
に
は
、
二
通
り
の
意
味
が
あ
る
。

　

一
つ
は
、
正
方
形
の
下
地
窓
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
場
合
、
そ
の
上

に
は
竹
連
子
窓
が
あ
り
、
上
下
二
段
に
重
ね
た
窓
の
内
、
下
段
の
下
地

窓
の
こ
と
を
指
す
。
も
う
一
つ
は
、
色
紙
散
ら
し
の
よ
う
に
上
下
に
配

し
た
二
つ
の
窓
の
組
み
合
わ
せ
を
い
う
。

　

色
紙
窓
の
称
で
早
い
も
の
は
、寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
版
行
の
『
草

人
木
』
で
あ
る
。「
織
部
聞
書
」
に
も
見
え
る
。
管
見
で
は
、
そ
れ
以

前
の
茶
会
記
に
は
見
い
だ
せ
ず
、
松
屋
久
重
の
編
纂
し
た
『
茶
道
四
祖

伝
書
』
で
は
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
十
月
十
四
日
条
に
見
え
る
の
み

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
色
紙
窓
の
称
は
、
寛
永
年
間
頃
か
ら
広
ま
っ

た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　
「
茶
譜
」
に
は
、
色
紙
窓
の
称
に
つ
い
て
、
大
工
が
呼
ん
だ
（
色
紙
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拾
遺
」
で
は
、
上
下
と
も
に
下
地
窓
で
あ
る
。

　

下
地
窓
の
寸
法
を
見
る
と
、『
茶
之
湯
三
傳
集
』
は
高
さ
一
尺
八
寸

二
分
、
幅
一
尺
四
寸
六
分
、「
貞
要
集
」
で
は
、
一
尺
四
寸
六
分
四
方
、

「
遠
宗
拾
遺
」
で
は
、
一
尺
四
寸
五
分
四
方
と
な
っ
て
お
り
、
正
方
形

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
色
紙
窓
が
上
下
に
重
ね
た
窓
を
意
味
す
る
よ

う
に
な
っ
て
も
、
色
紙
形
す
な
わ
ち
正
方
形
の
下
地
窓
で
あ
る
と
い
う

認
識
は
変
化
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
正
方
形
の
下
地
窓
の
上
に
竹
連
子
窓
を
重
ね
る
構
成

は
変
化
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
色
紙
窓
の
指
す
意
味
が
、
正
方
形
の
下

地
窓
か
ら
上
下
に
重
ね
た
窓
へ
変
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
時
期

は
元
禄
の
頃
と
推
察
で
き
る
。

　

現
在
に
伝
わ
る
色
紙
窓
に
は
、
窓
の
種
類
や
配
置
に
違
い
が
あ
る
。

そ
の
中
で
最
も
多
い
も
の
が
、
織
部
好
み
の
形
式
で
あ
る
。
織
部
の
相

伴
席
三
畳
大
目
の
席
は
、『
雛
形
数
寄
屋
工
法
集
』（
貞
享
三
年
／

一
六
八
六
版
行
）『
大
匠
雛
形
』（
享
保
二
年
／
一
七
一
七
版
行
）
に
お

い
て
数
寄
屋
雛
形
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
点
前
座
に
は
連
子

窓
と
下
地
窓
が
同
形
式
で
配
さ
れ
て
い
る
。
織
部
好
み
以
外
の
席
で
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
そ
の
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
形
式
が
色
紙
窓
の
意
匠
と
し
て
広
ま
り
、
定
型
化
し
て

い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

遠
州
好
み
と
伝
え
ら
れ
る
色
紙
窓
で
は
、
二
つ
の
窓
の
配
置
が
異
な

る
。
下
地
窓
は
上
段
の
連
子
窓
の
幅
を
出
な
い
範
囲
に
位
置
し
、
中
心

軸
を
ず
ら
し
左
右
に
配
置
し
た
色
紙
散
ら
し
の
意
匠
と
は
言
い
難
い
。

現
在
で
は
そ
の
形
式
も
色
紙
窓
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
来
、
正

好
後
藤
勘
兵
衛
宅
茶
室
で
は
、
高
さ
一
尺
九
寸
八
分
、
幅
一
尺
九
寸
六

分
、
甫
公
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
で
は
、
二
尺
四
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
遠
州
好
み
と
伝
え
る
茶
室
で
は
、
点
前
座
の
下
地
窓
は
、
ほ
ぼ

正
方
形
で
あ
り
、「
茶
譜
」の
寸
法
が「
竪
長
」で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
、
織
部
好
み
と
伝
え
ら
れ
る
資
料
に
お
け
る
点
前
座
の
下
地
窓

（
色
紙
窓
）
は
、
遠
州
好
み
に
比
べ
や
や
竪
長
で
あ
る
が
、
縦
横
の
差

は
三
寸
程
度
で
あ
り
、
ほ
ぼ
正
方
形
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
色
紙
窓
と
称
さ
れ
る
下
地
窓
は
、
そ
の
上
に
竹
連

子
窓
を
備
え
て
い
た
。「
茶
譜
」「
小
座
敷
寸
法
抄
」「
伏
見
御
数
寄
屋
図
」

は
、
上
に
連
子
窓
を
備
え
る
。
起
し
絵
図
も
同
様
で
あ
る
。『
草
人
木
』

「
織
部
聞
書
」
に
お
い
て
、
色
紙
窓
が
あ
る
の
は
織
部
の
相
伴
席
付
三

畳
大
目
の
席
で
あ
り
、
こ
の
席
に
つ
い
て
は
点
前
座
に
下
地
窓
と
竹
連

子
窓
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
色
紙
窓
と
は
、
上
下
二
段
に
重
ね
た
窓
の
う
ち
、
下

段
の
下
地
窓
を
称
し
た
言
葉
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
「
織
部
聞
書
」
は
、
織
部
が
色
紙
窓
に
つ
い
て
、
採
光
の
為
だ
け
で

は
な
く
、
座
敷
の
景
と
な
る
か
ら
だ
と
語
っ
た
と
伝
え
る
。
こ
こ
で
い

う
色
紙
窓
は
下
地
窓
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。こ
れ
は
、

先
に
採
光
の
た
め
に
開
け
た
連
子
窓
が
あ
り
、
そ
こ
へ
正
方
形
の
下
地

窓
す
な
わ
ち
色
紙
窓
を
配
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

　

色
紙
窓
を
、
上
下
に
重
ね
た
窓
と
明
言
し
て
い
る
の
は
、
元
禄
年
間

の
『
茶
之
湯
三
傳
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
遠
藤
元
閑
に
よ
る
版
本
、
お

よ
び
「
貞
要
集
」「
遠
宗
拾
遺
」
で
あ
る
。『
茶
之
湯
三
傳
集
』「
貞
要
集
」

は
下
方
に
下
地
窓
、
上
方
に
連
子
窓
を
重
ね
た
構
成
で
あ
る
。「
遠
宗
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る
。
利
休
百
回
忌
は
、
一
つ
の
転
換
期
で
あ
り
、
茶
室
に
お
い
て
も
変

化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

註（
1
）　

重
森
三
鈴
『
茶
室
茶
庭
』
河
原
書
店
、
一
九
四
二
年
（
一
九
三
四
年

初
版
）。

　
（
2
）　

重
森
三
鈴
「
茶
席
部
分
解
説
」『
茶
道
全
集
』
巻
三
茶
室
萹
、創
元
社
、

一
九
三
六
年
。

　
（
3
）　

北
尾
春
道
『
茶
室
建
築
』
鈴
木
書
店
、
一
九
四
一
年
。

　
（
4
）　

堀
口
捨
己
「
茶
室
の
思
想
的
背
景
と
其
構
成
」『
茶
室
研
究
』
復
刻
版
、

鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
七
年
。

　
（
5
）　

堀
口
捨
己
「
茶
室
の
思
想
的
背
景
と
其
構
成
」『
茶
道
全
集
』
巻
三

茶
室
萹
、
創
元
社
、
一
九
三
六
年
。　

　
（
6
）　

中
村
昌
生
「
織
部
の
茶
室
」『
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
芸
学
部
研
究

報
告
書
』
一
〇
、一
九
六
一
年
。

　
（
7
）　

中
村
昌
生
『
茶
室
の
研
究
』
改
訂
版
、
河
原
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。

　
（
8
）　

中
村
昌
生
編
『
数
寄
屋
古
典
集
成
』
三
、
わ
び
茶
の
作
風
、
小
学
館
、

一
九
八
八
年
。
七
〇
頁
。

　
（
9
）　

中
村
昌
生
編
『
数
寄
屋
古
典
集
成
』
二
、
利
休
流
の
茶
室
、
小
学
館
、

一
九
八
九
年
。
一
六
八
頁
。

　
（
10
）　

市
野
千
鶴
子
校
訂
『
古
田
織
部
茶
書
』
一
、
茶
湯
古
典
叢
書
二
、
思

文
閣
、
一
九
七
六
年
。
六
〇
頁
。

　
（
11
）　

江
戸
時
代
初
期
の
茶
会
記
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
四
書
に
つ
い
て
検

証
し
た
。

　
　
　
　

湯
川
制
監
修
『
今
井
宗
久
茶
湯
書
抜
』
渡
辺
書
店
、
一
九
七
四
年
。

　
　
　
　
「
天
王
寺
屋
会
記
」『
茶
道
古
典
全
集
』
第
八
巻
（
淡
交
社
、
一
九
七
一

年
）
所
収
。

方
形
の
下
地
窓
を
色
紙
窓
と
呼
ん
で
い
た
た
め
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

　

元
禄
年
間
の
版
本
で
は
、
二
つ
の
窓
を
上
下
に
、
色
紙
を
張
る
よ
う

に
配
し
た
構
成
を
色
紙
窓
と
し
て
い
る
。
窓
の
形
は
上
下
と
も
に
正
方

形
に
近
い
。
色
紙
窓
と
は
本
来
、
正
方
形
の
下
地
窓
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
に
色
紙
散
ら
し
の
よ
う
に
配
し
た
と
い
う
意
味
が
付
加
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
千
家
流
の
色
紙
窓
は
、
下
地
窓
を
二
つ
上
下

に
重
ね
、
二
つ
の
窓
は
い
ず
れ
も
正
方
形
に
近
い
形
で
あ
る
。
本
来
の

意
で
あ
る
正
方
形
の
下
地
窓
を
、
色
紙
散
ら
し
の
よ
う
に
配
置
し
た
形

式
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

七　

お
わ
り
に

　

利
休
百
年
忌
を
迎
え
、
元
禄
年
間
は
茶
書
の
版
行
の
一
つ
の
ピ
ー
ク

で
あ
っ
た
。
茶
の
湯
人
口
が
増
え
、
版
本
の
普
及
に
伴
い
、
そ
の
内
容

が
世
間
一
般
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
版
本
に
見

え
る
色
紙
窓
の
図
は
、
織
部
の
色
紙
窓
の
形
式
と
類
似
す
る
。
織
部
や

遠
州
の
茶
室
に
お
い
て
、
色
紙
窓
と
は
本
来
正
方
形
の
下
地
窓
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
色
紙
散
ら
し
の
よ
う
に
配
置
し
た
二
つ
の
窓
の
こ
と
と

解
釈
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る

　

茶
室
は
写
し
と
い
う
手
段
で
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
細
部

意
匠
は
時
代
と
と
も
に
変
化
が
生
じ
る
。
色
紙
窓
は
、
織
部
好
み
の
形

式
が
最
も
多
く
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
方
で
そ
の
言
葉
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
、
言
い
換
え
れ
ば
人
々
の
解
釈
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
茶
の
湯
の
変
化
が
関
連
し
て
い
る
と
推
測
す
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（
19
）　

註
10
所
収
。

　
（
20
）　

註
８
所
収
。

　
（
21
）　

註
10
所
収
。
慶
長
十
一
年
九
月
十
四
日
条
「
右
置
合
も
慶
長
十
一
年

十
四
日
晩
、
織
部
殿
ヘ
尋
ル
。
如
此
置
合
ハ
三
畳
大
目
こ
と
く
也
。」

と
あ
る
。「
水
コ
ホ
シ
」
と
あ
る
の
が
建
水
で
あ
る
。

　
（
22
）　

註
12
参
照
。「
め
ん
つ
置
所
」
と
あ
る
の
が
建
水
で
あ
る
。

　
（
23
）　

註
９
所
収
。

　
（
24
）　
『
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
中
村
（
註
７
）
所
収

の
「
六
の
二
、『
伏
見
御
数
寄
屋
之
図
』
の
茶
室
に
つ
い
て
」
を
参
考

と
し
た
。
三
九
三
―
四
〇
三
頁

　
（
25
）　
『
茶
之
湯
三
傳
集
』（
国
会
図
書
館
蔵
）。
初
版
は
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）
だ
が
、
こ
の
資
料
は
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
に
版

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttp://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/2567723

所
収
。

　
（
26
）　
『
茶
湯
評
林
』（
国
会
図
書
館
蔵
）。

　
　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttp://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/2567757

所
収
。

　
（
27
）　
『
茶
之
湯
三
傳
集
』
は
、
色
紙
窓
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　
　

一
、
色
紙
窓
上
下
色
紙
張
た
る
心
ニ
す
る
、
上
窓

　
　
　
　

一
、
長
サ
二
尺
一
寸
八
歩
、
幅
二
尺
三
寸
一
歩

　
　
　
　

一
、�

鴨
居
敷
居
厚
サ
九
歩
宛
大
目
の
長
サ
一
は
い
、
二
通
但
一
筋
樋

也
。

　
　
　
　

一
、
ほ
う
立
厚
サ
九
歩
、
幅
一
寸
四
（
歩
）。

　
　
　
　

一
、
窓
の
真
中
横
に
一
通
厚
サ
四
歩
幅
九
歩
の
木
入
ル
。

　
　
　
　

一
、
外
の
方
ニ
竹
立
ニ
五
本
打
な
り
。

　
　
　
　

一
、�
障
子
一
本
ほ
う
た
て
ト
モ
ニ
立
七
本
横
二
通
、
遠
州
障
子
ニ
□

□
□
た
て
あ
つ
さ
三
歩
中
ハ
二
歩
。

　
　
　
　
「
松
屋
会
記
」『
茶
道
古
典
全
集
』
第
九
巻
（
淡
交
社
、
一
九
七
一
年
）

所
収
。

　
　
　
　
「
宗
湛
会
記
」『
茶
道
古
典
全
集
』
第
六
巻
（
淡
交
社
、
一
九
五
八
年
）

所
収
。

　
（
12
）　
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
三
巻
（
淡
交
社
、
一
九
六
〇
年
）
所
収
。
図

は
『
草
人
木
』（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
に
依
っ
た
。

　
（
13
）　

熊
倉
功
夫「『
草
人
木
』の
成
立
―
形
態
的
側
面
か
ら
見
た
―
」『
茶
湯
』

一
四
、
木
芽
文
庫
、
一
九
七
八
年
。

　
（
14
）　

国
会
図
書
館
所
蔵
『
草
人
木
』
で
は
、
こ
の
引
違
窓
の
左
右
の
戸
か

ら
引
き
出
し
線
を
描
き
、「
志
き
し
窓
」
の
書
き
込
み
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
引
き
出
し
線
は
版
本
の
作
成
時
に
補
加
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

版
本
の
成
立
時
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
上
下
に
位
置
を
ず
ら
し
た
窓

を
色
紙
窓
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
引
き
出
し
線
が

補
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
15
）　

前
掲
中
村（
註
７
参
照
）。
織
部
の
相
伴
席
付
三
畳
大
目
の
作
例
で
は
、

点
前
座
に
上
下
に
二
つ
の
窓
を
開
け
て
い
る
。

　
（
16
）　
『
茶
道
四
祖
伝
書
』（
茶
道
古
典
叢
書
一
、
思
文
閣
、
一
九
七
四
年
）

所
収
。

　
（
17
）　

織
部
は
松
屋
を
訪
れ
、
鷺
絵
を
鑑
賞
し
た
（『
茶
道
四
祖
伝
書
』「
古

織
公
伝
書
」
慶
長
六
年
卯
月
十
八
日
条
）。「
こ
の
一
軸
な
ど
床
つ
ま
り

て
ハ
悪
ゾ
。
軸
下
三
寸
四
寸
程
上
て
可
燃
ぞ
。」
こ
の
一
軸
（
鷺
絵
）

は
床
に
詰
ま
っ
て
は
良
く
な
い
、
軸
の
下
か
ら
三
、四
寸
上
が
る
と
良

い
と
語
り
、
口
切
前
に
床
柱
と
中
柱
を
大
工
に
墨
打
さ
せ
て
送
る
と
約

束
を
し
た
と
い
う
。
同
九
月
廿
五
日
条
に
は
織
部
が
約
束
の
柱
二
本
を

送
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
記
述
か
ら
、
床
天
井
の
指
図

に
関
す
る
直
接
の
記
述
は
な
い
が
、
松
屋
は
織
部
か
ら
茶
室
に
つ
い
て

の
指
図
を
受
け
た
と
推
察
で
き
る
。

　
（
18
）　

中
村
昌
生
「
松
屋
の
茶
室
」『
茶
室
の
研
究
』（
註
７
参
照
）。



　色紙窓に関する考察（坂本）

421

寄
屋
絵
図
と
全
く
合
致
し
て
い
る
と
い
う
。

　
（
35
）　

堀
口
捨
己
監
修
『
茶
室
お
こ
し
絵
図
集
』
第
五
集
（
墨
水
書
房
、

一
九
六
四
年
）
所
収
。

　
（
36
）　

註
７
所
収
。
吉
田
道
作
の
作
成
し
た
起
し
絵
図
「
甫
公
伏
見
御
数
寄

屋
之
図
」（
堀
口
捨
己
氏
蔵
）
で
、
図
の
表
に
「
正
徳
五
乙
未
年
七
月

上
旬
長
竹
士
ヨ
リ
懇
望
写
之
畢
」
と
あ
る
と
い
う
。
中
村
は
、
こ
の
図

に
基
づ
い
て
「
伏
見
屋
敷
四
畳
大
目
茶
室
の
復
元
図
」
を
作
成
し
て
い

る
。「
北
側
（
勝
手
付
）
は
色
紙
窓
で
、
畳
か
ら
二
尺
二
寸
五
分
上
が
っ

て
「
二
尺
四
方
」
の
下
地
窓
、
そ
の
鴨
居
を
一
杯
に
通
し
て
、
さ
ら
に

上
に
連
子
窓
（
高
さ
一
尺
六
寸
、
横
三
尺
四
寸
）
を
東
の
隅
柱
へ
寄
せ

て
あ
け
て
い
た
」
と
述
べ
、
上
下
二
つ
の
窓
を
合
わ
せ
て
色
紙
窓
と
し

て
い
る
。
四
四
〇
頁
―
四
四
四
頁
。

　
（
37
）　

桃
山
時
代
か
ら
昭
和
初
期
の
建
築
と
伝
え
る
四
畳
半
以
下
の
小
間
の

茶
室
九
十
四
席
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
対
象
茶
室
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
浄
土
寺
露
滴
庵
の
細
部
意
匠
に
関
す
る
考
察
」（『
史
学
研
究
』
第

二
七
六
号
、
二
〇
一
一
年
、）
六
〇
頁
―
六
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
38
）　

和
田
嘉
宥
「
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
」『
松
江
城
研
究
』
第
一
号
、

二
〇
一
二
年
。

　
（
39
）　
『
建
仁
寺
派
家
伝
書
』（
東
京
中
央
図
書
館
蔵
）。

　
（
40
）　
『
大
匠
雛
形
・
数
寄
屋
工
法
集
』（
江
戸
古
典
科
学
叢
書
二
三
、
恒
和

出
版
、
一
九
七
九
年
）
所
収
。

　

図
一
は
、『
茶
室
大
観
』
Ⅲ
（
創
元
社
、
一
九
七
八
年
）、
図
二
は
、『
茶
之

湯
三
傳
集
』（
註
25
参
照
）、
図
三
・
四
・
六
は
『
草
人
木
』（
国
会
図
書
館
所
蔵
）、

図
五
は
、『
古
田
織
部
茶
書
』
一
（
註
10
参
照
）、
図
七
は
、『
数
寄
屋
古
典
集
成
』

三
（
註
８
参
照
）、
図
八
・
九
は
、『
数
寄
屋
古
典
集
成
』
四
（
註
28
参
照
）、
図

一
〇
は
、『
茶
室
お
こ
し
絵
図
集
』
第
六
集
（
註
32
参
照
）、
図
一
一
は
、『
大

工
頭
中
井
家
建
築
指
図
集
』（
註
31
参
照
）、図
一
二
は
、『
茶
室
お
こ
し
絵
図
集
』

　
　
　
　

一
、�

同
下
地
窓
、
長
サ
一
尺
八
寸
二
歩
、
幅
一
尺
四
寸
六
歩
下
地
窓

ニ
し
て
廻
り
ハ
は
ま
く
り
バ
ニ
ぬ
り
、五
歩
宛
角
々
ぬ
り
廻
ス
。

　
　
　
　

一
、�

中
柱
ニ
向
ヘ
テ
竹
の
ほ
う
た
て
を
一
筋
樋
也
。
向
の
方
よ
り
一

尺
七
寸
三
歩
ニ
し
て
窓
付
け
窓
の
後
一
尺
七
寸
四
歩
。

　
　
　
　

一
、障
子
立
四
本
横
四
本
常
の
障
子
也
。障
子
の
子
中
二
□
廻
り
三
歩
。

　
（
28
）　

中
村
昌
生
編
『
数
寄
屋
古
典
集
成
』
四
、綺
麗
さ
び
の
数
寄
（
小
学
館
、

一
九
九
五
年
）
所
収
。

　
（
29
）　

註
28
所
収
。

　
（
30
）　

註
28
所
収
。

　
（
31
）　

谷
直
樹
編
『
大
工
頭
中
井
家
建
築
指
図
集
―
中
井
家
所
蔵
本
―
』（
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。「
数
寄
屋
之
図
」
は
、「
寛
延
元
年

辰
十
月
、
誓
願
寺
塔
頭
竹
林
院
有
之
数
寄
屋
廻
り
一
件
、
乾
直
右
衛
門
」

と
記
さ
れ
た
袋
に
、「
誓
願
寺
塔
頭
竹
林
院
数
寄
屋
下
絵
」「
額
之
写
」「
誓

願
寺
塔
頭
竹
林
院
庭
石
下
絵
」「
待
合
建
地
割　

松
尾
宗
二
好
み
誓
願

寺
塔
頭
竹
林
院
有
之
」「
待
合
之
図
」「
数
寄
屋
廻
り
幷
待
合
迄
共
飛
石

之
図
」
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
誓
願
寺
塔
頭
竹
林

院
数
寄
屋
下
絵
」
は
、
平
面
図
、
立
面
図
、
展
開
図
が
あ
り
、
仕
様
が

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
測
図
と
思
わ
れ
る
。

　
（
32
）　

堀
口
捨
巳
監
修
『
茶
室
お
こ
し
絵
図
集
』
第
六
集
（
墨
水
書
房
、

一
九
六
五
年
）
所
収
。「
数
寄
屋
絵
図
」
は
松
平
定
信
（
楽
翁
、

一
七
五
八
～
一
八
二
九
）
蒐
集
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
（
33
）　

註
31
所
収
。
同
様
の
起
し
絵
図
は
、松
平
家
旧
蔵「
数
寄
屋
絵
図
」（
東

京
国
立
博
物
館
）、
三
井
家
旧
蔵
「
京
都
所
々
数
寄
屋
建
絵
図
」（
佐
野

藤
右
衛
門
氏
蔵
）
に
も
あ
る
と
い
う
。

　
（
34
）　

堀
口
捨
己
監
修
『
茶
室
お
こ
し
絵
図
集
』
第
四
集
（
墨
水
書
房
、

一
九
六
四
年
）
所
収
。

　
　
　
　

前
掲
中
村
（
註
７
）
に
よ
れ
ば
「
楽
翁
図
」
は
、「
中
井
主
水
扣
所
々

数
寄
屋
絵
図
」（
中
根
家
蔵
）
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
高
台
寺
の
数
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第
四
集
（
註
34
参
照
）、
図
一
三
は
、『
茶
室
起
し
絵
図
』
第
五
集
（
註
35
）、

図
一
八
イ
・
ロ
・
ハ
は
、『
茶
室
集
成
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
ホ
は
、『
茶

室
大
観
』
Ⅱ
（
創
元
社
、
一
九
七
七
年
）
所
収
図
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
一
四
・
一
五
・
一
六
・
一
七
は
筆
者
の
撮
影
で
あ
る
。

（
広
島
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
）


